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第5章 海洋哺乳類（ニシコククジラを除く） 

 

 
5.1 はじめに 

サハリンⅡプロジェクトの開発のための環境関連文書のレビューの際に、プ

ロジェクトの利害関係者は国際的な標準様式の環境影響評価（EIA）のレビュ

ー結果に基づき、数多くの懸念や確認が必要な事項についてまとめている。

プロジェクトに関心を有する団体がコククジラ以外の海洋哺乳類について挙

げた疑問点の概要を以下に示す。 
 

• EIA補遺版の文章中で参照される地名を示す地図の提供 

• プロジェクト活動に関する空間的範囲、観測実験、観測されたクジラ

の行動に関する記述および、その他、読者の解釈を容易にする関連デ

ータを表すための、それぞれの主な参照調査に関する要約情報 

• トドに関する追加情報、特に冬期のアニワ湾周辺海域利用の可能性お

よびこの種に対するプロジェクト活動の潜在影響 

• アカボウクジラに対するプロジェクト活動の騒音影響の評価 

• 特にセミクジラとホッキョククジラに関する船舶衝突リスク 
 
具体的には、この章では、第1章1.7節の「環境影響アセスメント第2巻、プラ

ットフォーム、海底パイプラインおよびパイプラインの上陸地点 (SEIC 2003)
－以下“EIA”－」で提供された基本情報に対する追加詳細を提供し、サハリ

ンⅡプロジェクト操業地域の周辺における海洋哺乳類の特徴、分布および保

護状態について記述する。追加情報はサハリン島北東部とアニワ湾を対象と

し、既存の、および最近発行されたレポートと、EIAの公表以降に使用可能と

なったモニタリング調査のデータから引用している。 
 
専門調査を含む、海洋哺乳類の存在と分布に関するデータを提供している調

査は1995年以来のプロジェクトによって実施されている。海洋哺乳類観測者

（MMO）も訓練を受けており、全ての海洋活動中に実施される、進行中の観

測および記録計画も存在する。 
 
補完的な研究と評価に沿った調査からの情報は、海洋哺乳類に対するサハリ

ンに開発の潜在的影響を減らすための、個別の影響緩和対策および操業手順

を策定するために使用されてきた。 
 
特に関連があるのは、SEICの委託を受けてLGL Limitedが実施した文献レビュ

ーであり、アニワ湾における海洋哺乳類の分布を詳述している（LGL, 
2003）。 
LGL報告の中で提供された要約情報および関連する文書やデータは、この補

遺版の本章の後節にあり、過去にEIAの1.7節で詳述したように、海洋哺乳類

分類の生物学的分類と種をもとに並べられている。サハリンⅡプロジェクト

周辺の保護状態と海洋哺乳類の個体数に関する情報は、各章のはじめに示し
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ている。本章の最後の表5.3は、サハリン島の海域に生息する海洋哺乳類のリ

ストであり、既存情報の要約をまとめたものである。 
 
図5.1にこの章に関する主な地理的位置の参照図を示す。 

 
 
 
 

 
図5.1 サハリン島の主な地点と焦点ポイント 



 
ニシコククジラ以外の海洋哺乳類 

1 of 50 

5.1 ベースライン調査と既存データ 

サハリン周辺の海洋哺乳類の存在と分布に関するデータ（ニシコククジラを

除く）は、多くの出版物、プロジェクト領域における海洋哺乳類のための特

別な調査および他の海洋調査の間に得られた観測から得られている。これら

のデータソースは表5.1にリストアップされ、そこには調査技術と結果に関す

る概要も示されている。 
 
プロジェクト指定の海洋哺乳類調査は、ピルトン－アストフスコエ（PA）と

ルンスコエ領域を対象とするサハリンの北東部海域において1999年と2000年
に実施された（ソボレフスキー2000年、2001年）。これらの調査では、調査

地域にわたるクジラ類と鰭脚類の位置と個体数を記録した。特にPA地域で

は、分布とニシコククジラの存在度を確認するために、1990年代後半以来行

われている調査において遭遇する他の海洋哺乳類の位置と個体数も同様に記

録されている。 
 
海洋哺乳類の観測はまた、PA、ルンスコエおよびアニワ湾領域内の多くの総

合的な海洋調査について専門の海洋哺乳類監視員（MMO）によっても記録さ

れてきた。 
 
過去のデータと連結した専門プロジェクト調査情報は、サハリン東部および

南部海域のクジラ類と鰭脚類の分布の概略を示す。サハリン島の東部および

南部海域のクジラ類と鰭脚類の分布を詳述した、さまざまな海洋哺乳類調査

の要約および関連する文献を表5.1に示す。個体数および分布に関する追加情

報は本文中に示す。 
 
 



 
ニシコククジラ以外の海洋哺乳類 

2 of 50 

 
 
表5.1  海洋哺乳類調査と関連文献の要約 

 
著者 タイトル 調査要約 / 注 

ソボレフスキー、

1984 
オホーツク海の海洋哺乳類、分布密

度と他の動物の捕食者としての役

割。 

調査は行っていない。情報は既存の文献、他の研究者からの情報や漁業データを通じて集めら

れた。 
レポートにはオホーツク海に現れる海洋哺乳類の概要、個体数の算定および捕食量が示されて

いる。 

ソボレフスキー、

2000 
サハリン北東沖の海洋哺乳類の研

究、2000 
7月17、18、26日；8月4、7、30日；9月21、22日；10月8、9日；11月18、20日に実施されたヘ

リコプターMI-8MTVによる航空調査。小型船とモーターボートによる追加観測（アザラシの

行動観測のために上陸した場合もある）。観測は三人の海洋哺乳類研究者によって実施され

た。 
調査場所はオハからルンスキー湾にかけて。 
集められた情報には次が含まれる。 

- 観測日時 
- 種（種の特定ができなかった場合、アザラシ類はアザラシ類とだけ記録された） 
- 場所 
- 個体数および行動の記述 

このレポートには、コククジラ、シャチ、アザラシが目撃された地点の地図を含む。アザラシ

類の分布とピルトン、チャイボ、ナビル、ニースキー湾の上陸場に関する情報。シャチは調査

作業中、常に観察された唯一のニシコククジラ以外のクジラであった。調査期間中、この種

は、7月（合計13頭；すべてのグループは一頭または小さなグループ（6頭以下）でピルトン湾

近くの海岸を遊泳）；9月（1頭、ピルトン湾沖）、10月（5頭、ノグリキ北方を遊泳。親子を

含む5頭、ピルトン湾の南）に観測された。未確認のイルカが9月（合計3頭、チャイボ潟の

沖）で見られた。 

ソボレフスキー、

2001 
サハリン北東沖の海洋哺乳類の研

究、2000 
6月23、24日；7月19、20日；8月25、26、30日；9月6、7、22日；10月11、13、14日；11月19、
20日のヘリコプターMI-8MTVによる航空調査。 
調査場所はオハからルンスキー湾にかけて。 



 
ニシコククジラ以外の海洋哺乳類 

3 of 50 

著者 タイトル 調査要約 / 注 

記録内容は以下の通り。 
- 観測日時 
- 種（種の特定ができなかった場合、アザラシ類はアザラシ類とだけ記録された） 
- 場所 
- 個体数と行動の記述 

このレポートは、コククジラ、アザラシの目撃地点の地図を含む。アザラシの分布とピルト

ン、チャイボ、ナビル、ニースキー湾の上陸場に関する情報。シャチとシロイルカは調査作業

中、常に観察された唯一のニシコククジラ以外のクジラであった。調査期間中、シャチは、7
月（25～30頭のグループ；コククジラに囲まれた6頭のグループはピルトン湾のすぐ南）に観

測されました。5頭のシロイルカは11月にサハリン北東沖で観測された。 

極東地域水文気象

学研究所

（DVNIGMI）、

1999 
 

ピルトン－アストフスコエ地域の環

境モニタリング報告 
6月19～27日および10月8～18日に、モリクパック・プラットフォームの掘削と設置の前後に実

施された船による観測。海洋哺乳類観測に特化した調査が全調査期間中の日中に実施された。

観測は船の甲板から7倍50mmのフィールド双眼鏡を使って行われた。 
記録されたデータには次が含まれる：種、個体数、時間、天候状態および行動。ロシアおよび

国際的な識別ガイドが使用された。6月の調査記録には、トド（2人による2回の目撃例を含む3
回）シャチの目撃例一回が記録された。10月の観測期間中、ワモンアザラシ（時折、単独個

体）とミンククジラ（3回の目撃例）が観測された。 

サハリン水文気象

局

（Sakhydromet）、

2000 
 

ピルトン－アストフスコエ地域の環

境モニタリング報告 
1999年10月3～10日に実施された船による観測。海洋哺乳類観測に特化した調査が全調査期間

中の日中に実施された。観測は船の甲板から8倍30mmのフィールド双眼鏡を使って行われた。 
 
記録されたデータには次が含まれる：種、個体数、時間、天候状態および行動。ロシアおよび

国際的な識別ガイドが使用された。トド（各１頭）および２つのイシイルカのグループ（３頭

の個体を含む）の２種の哺乳類がモリクパック･プラットフォームの近くでが記録された。 

サハリン漁業海洋

学研究所

（SakhNIRO）、

1999 

ピルトン－アストフスコエとルンス

コエの石油・ガス田、近海パイプラ

インルート、およびアニワ湾のベー

スライン研究（最終） 

1998年9月1～17日に実施されたさまざまなパラメータに対する船での調査（9月3～4日はルン

スコエパイプライン領域；9月5-9日はピルトン－アストフスコエ領域；9月2日と12日はテルペ

ニヤ湾（途中）、9月10～11日はルンスコエ鉱区；9月13-16日はアニワ湾）。海洋哺乳類の観

測に特化した調査が、調査期間中ずっと、日中の6:30～20:00の間、実施された。8倍30mmの双

眼鏡が使われた。ピルトン湾とルンスキー湾では、小さなボートが使われた。アザラシと鳥の
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著者 タイトル 調査要約 / 注 
計数のために、必要に応じて上陸した。 
記録されたデータには、次が含まれる：時間、座標、天候条件、種と個体数。行動に関する記

述はなかった。ロシアおよび国際的な識別ガイドが使われた。ミンククジラ、ナガスクジラ

（3頭が9月12日にテルペニヤ湾の東部で観察された）、シャチ、カマイルカ、マイルカ、バン

ドウイルカ、イシイルカ、ネズミイルカを含む８種のクジラ類が記録された。また、ゴマフア

ザラシ、アゴヒゲアザラシ、ワモンアザラシ、トド、オットセイの５種の鰭脚動物が観測され

た。 

極東地域水文気象

学研究所

（DVNIGMI）、

2001a 

ピルトン-アストフスコエ地域の環

境モニタリング報告 
船および掘削リグからの観測が2000年の7月9～10日、8月8～20日（掘削期間）、10月5～13日
に実施された。海洋哺乳類観測に特化した調査が、調査期間中ずっと、日中の時間実施され

た。観測は船の甲板から8倍30mmの双眼鏡を使って行われた。 
 
記録されたデータには次が含まれる：種、個体数、時間、座標、天候条件、行動。ロシアとお

よび国際的な識別ガイドが使われた。掘削作業期間中に、２頭のトド（別々に観察された）と

３頭のゴマフアザラシの２種の哺乳類が記録された。掘削現場から５kmの距離で、種が特定

されなかった３頭のクジラが観測された。10月の調査期間中、３頭のミンククジラ、１頭のコ

ククジラ、３頭のシャチ、１頭のトド、５頭のゴマフアザラシが観測された。 

極東地域水文気象

学研究所

（DVNIGMI）、

2001b 

ベースライン環境調査、2001 調査は2001年6月18日から7月10日にかけて行われた。7倍50mmの双眼鏡を使って日中を通じて

観測された。調査領域：ピルトン－アストフ地域、ルンスコエ地域、パイプラインルート、ホ

ルムスク港、カイゴン港、ポロナイスク港、アニワ湾。 
ミンククジラ、シャチ、イワシクジラ（ルンスコエ地域、ポロナイスク港、アニワ湾に続く地

域で３回記録）、イルカ（マイルカ）、ネズミイルカを含む合計５種のクジラ類が観測され

た。また、４種の鰭脚類が観測された（ゴマフアザラシ、オットセイ、トド、ワモンアザラ

シ） 

太平洋水産研究所

（TINRO）、2002 
サハリン北東部の船による調査 主にニシコククジラの記録と観測のために9月3日から10月16日まで専門的調査が行われた。ピ

ルトン湾およびチャイボ湾沖合に設定した調査区において、観測は他の活動（例えば餌となる

底生生物のサンプリング）のための船舶移動の中で行われた。調査の間、全ての海洋哺乳類が

船上のMMOによって記録された。甲板の上から双眼鏡を使って日中の間ずっと観測された。

日付、時間、目撃例、天候、種、船の位置と方向、距離、行動に関する情報が記録された。 
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著者 タイトル 調査要約 / 注 

調査期間中、５種のクジラ類（ニシコククジラ、マイククジラ、シャチ、ネズミイルカ、イシ

イルカ）と５種の鰭脚類（オットセイ、トド、ワモンアザラシ、アゴヒゲアザラシ）が観測さ

れた。ネズミイルカはシャチとミンククジラに続いて最も多く観察された種であった（ほとん

どはアニワ湾沖からピルトンに向かうルート）。他の鰭脚類がピルトン地域に存在していたの

に対し、オットセイの目撃例は主にテルペニヤ地点の周辺の集団繁殖地に限定されていた。 

太平洋水産研究所

（TINRO）、2003 
サハリン北東部の船による調査 主にニシコククジラの記録と観測のために7月22日から9月23日まで専門的調査が行われた。事

前に設定されたピルトン湾およびチャイボ湾沖の調査区において、観測は他の活動（例えば音

響モニタリング）のための船舶の移動の中で行われた。調査の間、全ての海洋哺乳類が船上の

MMOによって記録された。甲板の上から双眼鏡を使って日中の間ずっと観測された。日付、

時間、目撃例、天候、種、船の位置と方向、距離、行動に関する情報が記録された。 
 
調査期間中、５種のクジラ類（ニシコククジラ、マイククジラ、シャチ、ネズミイルカ、イシ

イルカ）と５種の鰭脚類（オットセイ、トド、ワモンアザラシ、アゴヒゲアザラシ、ゴマフア

ザラシ）が観測された。ネズミイルカはシャチとミンククジラに続いてピルトン－チャイボ地

域で、最も多く観察された種であった。アニワ湾の宗谷海峡において、ピルトンへ向かう途中

の49頭のカマイルカの目撃（7月24日）が顕著だった。 

Perlov .A.S、
Vladimirov.Ｖ、

Reviakina .Z.V、

1996 

サハリン島、オホーツク海周辺の海

洋哺乳類に関する文献／情報のレビ

ュー 

既存文献データのレビュー。 
鰭脚類の調査方法：主に氷上のアザラシの計数のための航空調査、天候により高度100～
200m、調査範囲200m、２人の観測者。調査時期は出産期と換毛期。もし天候が許せば、海岸

に沿って平行にボートを走らせて調査した。海岸付近のアザラシの詳しい個体数と生息地につ

いては、観測者が上陸し、単眼鏡を使って調査した。 
クジラ類の調査報告：航空調査。高度100～200m、時速100～150kmで、1979年前半は固定翼機

で、1979年後半はヘリコプターを使って行われた。詳しい観測（行動など）のために、スピー

ドを時速60～70kmまで下げ、ヘリコプターがクジラ上空にしばらくの間とどまった。追加の

船による調査が、視界８km以上のときに実施された。調査ラインの幅は８マイルで、スピー

ドは時速20 km。クジラが確認されたら、同定と計数のために、船はゆっくりそれらに近づい

た。海洋哺乳類の目撃に関する追加データは地元猟師、灯台監視者、海岸施設の住人や船乗り

から集められた。ツチクジラの目撃は1993年にあった。 

粕谷、宮下、1997 日本沖のツチクジラの分布（IWC報 クジラ目撃航海は1982～1994年の間、年に11ヶ月を通じて行われた。調査は予定された追跡ラ
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著者 タイトル 調査要約 / 注 
 告 comm. 47） 

 
 

インにそって行われた。研究者または船の船長によって種が同定された。ほとんどの船は、ク

ジラ捕獲船またはクジラ観光船だった。 
この研究により、北半球（サハリン南部までを含む）における晩春／初夏のツチクジラの分布

が確認された。文献には、サハリン海岸の８月、９月における、この種の南部および南東部の

目撃地点を示す地図がいくつか示されている。 

Loughlin、Perlov、
Vladimirov、1992 
 

北太平洋産トドの分布区域の大規模

調査および総個体数の推定、1989 
トドは、６月、７月の繁殖期の間、集団繁殖地と上陸場の全分布範囲で計数された。使われた

調査方法は、集団繁殖地へのアクセスのしやすさによって、航空調査、船または陸上観測など

を選定。報告書では、オホーツク海上のトドの集団繁殖地と上陸場の地図が示されている（サ

ハリン：ロベン島とオパスノスティ岩；千島列島：14の集団繁殖地と上陸場；カムチャッカ：

一つの繁殖地）。 
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5.2 鰭脚類 

鰭脚類には、アザラシ、トド、セイウチが含まれる。鰭脚類の６種がオホー

ツク海に生息している。そのうちの４種、ワモンアザラシ（Phoca 
hispida）、ゴマフアザラシ（Phoca largha）、クラカケアザラシ（Histriphoca 
fasciata）、アゴヒゲアザラシ（Erignathus barbatus）が”真の”または”氷上”の
アザラシである。これらの種は、冬期および繁殖期に氷上に上陸し、３月か

ら５月の間に育児および換毛をする。氷が溶けると、ゴマフアザラシおよび

アゴヒゲアザラシは海岸に上陸場を作り、クラカケアザラシは海中に移動す

る。これらの４種は全てオホーツク海に数多く生息し、日常的に狩猟されて

いる。 
 
オットセイ（Callorhinus ursinus）とトド（Eumetopias jubatus）は、オホーツ

ク海に生息する別の２種の鰭脚類である。これらのアシカ類は海岸に上陸場

を持たず、浜には短期間しか上陸しない。トドは通常、夏期は開けた海域で

観察される。対照的に、オットセイは春（５月～６月の間）と秋（10月、11
月、および12月）に、サハリン島の沿岸水域を通ってサハリン島の南へのチ

ュレニー島と、日本海の越冬地の間を移動している。 
 
サハリン島水域での鰭脚類の季節的分布に関する追加詳細は、EIAの第1章5巻
の図1.19と1.20でも参照することができる。 
 

5.3.1 ワモンアザラシ 

ワモンアザラシは国際自然保護連合（IUCN）のレッドリストで“軽度懸念

（Least Concern）”(1996年)に分類されている（この章中で使用されるカテゴ

リーの定義に関してIUCN 2001を参照）1。ワモンアザラシはロシア連邦のレ

ッドブックには掲載されていない（2001年）。この種はオホーツク海に豊富

に生息しており、サハリン島の東海岸全体で観察することができる

（Fedoseev、2000年）。1968年と1990年の間に行われた航空調査から、オホ

ーツク海における平均個体数は約750,000頭で、サハリン島東部の水域では、

数年間の平均で約130,000頭である。 
 
ワモンアザラシは東海岸に豊富に生息する一方、南部水域とアニワ湾では一

般に観測されず、最近では、テルペニヤ湾、アニワ湾での調査期間中、単独

あるいは小さなグループでごくまれに目撃される程度である。 
 
冬にかけて、この種はニースキー、ルンスキー、チャイボおよびピルトン湾

の中、主に河口、河川、サハリン北東部のラグーン生息地につながる海峡と

水路で日常的に観測される。20～70個体の集団がよく記録されている。 
 

 
1 2002年の国際自然保護連合（IUCN）のレッドリストに記載されていた数種は再評価を受けていない。この

ような場合には、最終的な評価年を参照する。例えば、ワモンアザラシの状態はIUCNにより1996年に「軽

度懸念」と分類されている。 
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この種の主な食料源はオキアミ、スケトウダラの稚魚、ニシン、キュウリウ

オ、イカナゴなどから成る。エビとカニの占める割合は少ない（LGL2003の
Nikolaev and Skalkin (1975)）。 
 

5.3.2 ゴマフアザラシ 

斑紋のあるアザラシとして知られるゴマフアザラシもまた、国際自然保護連

合（IUCN）のレッドリストで”軽度懸念（Least Concern）”に分類されてい

る。この種はロシア連邦のレッドブックには掲載されていない。この種はオ

ホーツク海に豊富に生息しており、サハリン島の北東部海岸に沿って一年を

通じて観測される。1968年から1990年の間に行われた10年の航空調査に基づ

き、オホーツク海における個体数は180,000頭から240,000頭で、15～20％は東

サハリン島の水域に生息すると推定されている（Fedoseev、2000）。調査で

はサハリン島東部沖のゴマフアザラシの個体数は40,000頭を超えると推定さ

れている（LGL2003のTrukhin、1999）。「最も可能性の高い平均値」である

30,000から40,000頭という値が、ロシア連邦によって、サハリン島東部での捕

獲許容数を算定するために使用されている。 
 
2002年３月に6,500頭、４月に13,500頭が、サハリンと北海道の間の繁殖地で

も観測されている（LGL 2003の水野他、2002）。 
 
ゴマフアザラシはサハリン島の東海岸全域に生息しているが、冬期は島の北

３番目とテルペニヤ湾に集結する。通常、幼獣の集団は海上の浮氷の上、特

に流氷の上にいる。 
 
氷が溶けると、繁殖地域から離れるアザラシもいる一方、海岸沿いに多くの

上陸場を形成してサハリン海岸水域にそのまま残るものもいる。これらの上

陸場の多くはサケが産卵する場所の河口、特にチャイボ湾の入り江、ポポバ

岬、チュレニー島、アニワ湾（LGL 2003）に位置している。 
 
サハリン漁業海洋学研究所はピルトン、ルンスコエおよびアニワ湾一帯に焦

点を当てたベースライン調査を実施した（SakhNIRO 1999）。ピルトン湾で

は、200頭以上のゴマフアザラシが観察されている。アザラシの大部分は、湾

口、潮流の中と多くの砂洲の磯波の上を遊泳していた。湾口を越えると目撃

数はかなり減少し、湾入り口から2 kmのところではアザラシは全く観察され

なかった。一方、サハリン漁業海洋学研究所は湾内で目撃数が減少したの

は、調査時点でその領域に、サケの定置網を設置する漁師がいたことによる

可能性があるとも記録している。調査によると沿岸はヒマラヤスギ、ハンノ

キ、低木に密に覆われ、湾は隔離されていると記載されている。また、水域

からのアクセスは砂州を越える高波によって制限されている。このような条

件はアクセスを困難にし、従って人間の干渉が最小化されるため、結果とし

て比較的多数のアザラシがピルトン湾で観測されるようになったと考えられ

る。 
 
ルンスキー湾において、サハリン漁業海洋学研究所はピルトン湾と同様の調

査を実施した。ゴマフアザラシが主に観察され、150個体が記録された。アザ
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ラシは主に湾口、磯波ゾーン、砂州の上、岸沿いに集中していた。アザラシ

は通常、群れではなく単独で目撃された。ピルトン湾同様、湾口から遠ざか

るにつれて、アザラシの数は減少した。船が湾に入ると速やかにアザラシは

調査船から50～100mの距離で潜水し、開けた水域の砂州に逃げるという用心

深い回避行動を示したことが注目された。この行動は、ハンターと漁師によ

る地元のアザラシの狩猟に対する反応と考えられる（SakhNIRO 1999）。 
 
アニワ湾では、観測されたアザラシ数は少なく、５頭のゴマフアザラシだけ

が記録された（SakhNIRO 1999）。 
 

5.3.3 クラカケアザラシ 

クラカケアザラシは国際自然保護連合（IUCN）のレッドリストで”軽度懸念

（Least Concern）”に分類されているが、ロシア連邦のレッドブックには掲載

されていない（2001）。航空調査データを基にして推定された平均個体数

は、オホーツク海で350,000～450,000頭、サハリン東沖で110,000頭である

（LGL 2002, Fedoseev 2000）。 
 
冬から春にかけて、多くの個体がルンスキー湾からチャイボ湾の北東海岸に

沿った開けた海上の流氷の上に集結する。集団繁殖地は沿岸から200～240km
離れたところに作られると推察される。氷が少ない年、または氷が退却した

ところでは、アザラシは沿岸の水域に移動し、そこにある漂流氷上に集団繁

殖地を形成する。クラカケアザラシが沿岸の陸上で集団繁殖地を作るという

ことは知られていない。氷が溶けるにつれて、氷上に残るアザラシの密度は

減少する。氷がなくなると、アザラシは完全に遠洋での生活に切り替え、オ

ホーツク海全域に分散する。 
オホーツク海の南側におけるクラカケアザラシの数はワモンアザラシより多

いが、ゴマフアザラシよりは少ない。テルペニヤ湾とアニワ湾では、サハリ

ン漁業海洋学研究所による1998年９月の、および極東水文気象学科学研究所

（DVNIGMI）による2001年７月の調査期間中にクラカケアザラシは観測され

なかった。クラカケアザラシはスケトウダラ、マタラ、カラフトシシャモ、

頭足類、甲殻類などの遠海性魚類を主に餌とする（LGL2003）。 
 

5.3.4 アゴヒゲアザラシ 

アゴヒゲアザラシは国際自然保護連合（IUCN）のレッドリストで”軽度懸念

（Least Concern）”に分類されているが、ロシア連邦のレッドブックには掲載

されていない。オホーツク海には200,000～250,000頭の、サハリン東部海域に

は60,000～75,000頭のアゴヒゲアザラシがいると推定されている。 
 
アゴヒゲアザラシは、典型的な底生生物の捕食者で、甲殻類、腹足類、二枚

貝、環形動物、および頭足類を捕食している。このアザラシはまた、スケト

ウダラ、イカナゴ、ツノガレイなど数種の魚も餌としている（LGL2003の
Bkhtiyarov, 1990）。底生生物の捕食者であるアゴヒゲアザラシの分布は、水

深200m未満の水深の地域に制限される（LGL2003）。 
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アゴヒゲアザラシは、一般に氷上に集合しない傾向があるが、沿岸の定着氷

と浮氷の断面に現れることがまれにある（LGL2003のNikolaev & Silishcev, 
1982）。主な繁殖集団は島の北にあるエリザベス岬と北緯50度（ほぼ島の下

半分）の間で観察される。夏の数カ月の間は少数がサハリンの北東および西

海岸に沿って散在し、小さな集団繁殖地を作ることもある。 
 
アニワ湾はアゴヒゲアザラシの地理的分布範囲にあたるが、現在のところ、

その個体数は知られていない。サハリン漁業海洋学研究所による1998年9月、

および極東水文気象学科学研究所による2001年7月の調査では、テルペニヤ湾

とアニワ湾で個体は記録されなかった。 
 

5.3.5 オットセイ 

オットセイは国際自然保護連合（IUCN）のレッドリストで“絶滅危惧Ⅱ類

（Vulnerable）”のカテゴリーに分類されているが、オホーツク海では希少だ

と考えられていない。ロシアのレッドブックには掲載されていない

（2001）。個体数は120,000頭程と推定されている（LGL 2003）。 
オットセイは春に日本海からオホーツク海に移動し、秋に戻ってくる。最大

25,000から30,000頭のオットセイが、毎年そのルートを往復している（LGL 
2003のKuzin, 1999）。オットセイは主にサハリン島の南東海岸に沿って夏を

過ごす。春と秋の移動の際にアニワ湾で少数のオットセイが記録されてお

り、ルンスキー湾とピルトン湾の間で数頭が目撃されている（DVNIGMI 
2001）。サハリン漁業海洋学研究所による1998年9月、および極東水文気象学

科学研究所による2001年7月の調査では、オットセイが多数生息するテルペニ

ヤ湾（ポロナイスク港地域とテルペニヤ岬を含む）でのみ観測された。テル

ペニヤの20kmほど南のチュレニー島にある集団繁殖地と島の近海の東側にお

いておよそ75,000から80,000頭の個体が記録された。 
 
オットセイは主に遠海性魚類と頭足類を捕食する。オホーツク海の中では、

さらにスケトウダラ、サケ、カタクチイワシ、小さいイカも含まれる（LGL 
2003）。 
 

5.3.6 トド 

トドは国際自然保護連合（IUCN）のレッドリストとロシア連邦のレッドリス

トで”絶滅危惧IB類（Endangered）”に分類されている。トドは北海道北方

から北太平洋の縁の周辺、千島列島とオホーツク海を通る日本、アリューシ

ャン列島と中央ベーリング海、英仏海峡諸島、カリフォルニアに分布してい

る。トドの世界の個体群は、経度144度で分けられる２つの集団からなる（サ

ックリング岬、アラスカ、プリンス・ウィリアム湾の真東）。集団分化は主

として遺伝的な差によるものであるが、２つの地域における異なった個体数

傾向にも関連している。 
 
オホーツク海の中の個体数は9,500～10,000頭の範囲だと推定されている

（V.Vladimirov, pers. comm、2004）。EIAで報告されているように、トドの個

体数は1970年代半ばから1980年代半ばにかけて、その範囲の大部分が減少し
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た。これは主に生息地の損失、生息環境の悪化、異種の侵入、および狩猟の

影響の組み合せによる当然の結果だと考えられる。2002年に、1,500以上の成

獣と410頭の新生児が、唯一の集団繁殖地として知られているサハリンのチュ

レニー島の上で記録された（LGL2003のKuzin and Naberezhnykh, 2002）。サハ

リン島南東岸の宗谷海峡とクズネツォバ岬のカメン・オパスノスチ岩の上

で、二つの主な独身個体の上陸場も確認された。カメン・オパスノスチ岩に

は一年を通じて、700頭ほどのトドが集合している。クズネツォバ岬の上陸場

は、通常、毎年秋から冬にかけて形成され、約350～500頭のトドがこの場所

で観察される（LGL 2003）。より小さい上陸場がネヴェルスクの港の防波堤

に存在する（西海岸、ホルムスクの南50km）。 
 
夏期は、トドはサハリン島全体の東沿岸およびサハリン島の北部地域とアム

ルスキー湾にかけて観察される。アニワ湾で頻繁に目撃される（Sobolevsky, 
2000；Kuzin, 非公開データ）。サハリン漁業海洋学研究所による1998年9月
(SakhNIRO 1999; Sobolevsky 2000) 、および極東水文気象学科学研究所

（DVNIGMI）による2001年7月の調査では、トドは、1998年にアニワ湾のみ

で記録された（12頭の脚鰭類のうちの６頭）。冬期にはトドはオホーツク海

の凍結地帯から南へ移動する。トドの多くは、冬期は南方の千島列島や北海

道と付近の島で過ごす（水野他、2002）。個体の移動は人工衛星追跡によっ

て確認された（Kuzin and Naberezhnykh, 1991；Kuzin、1996, 2002）。馬場他

（2000）は、５ヶ月間にわたり、北海道からサハリンまで、およびオホーツ

ク海の南に抜けるまで、１歳のトドを衛星発信機を用いて追跡した。このデ

ータは、トドがかなり長距離の移動をすること（既存の上陸場から餌を求め

ての短い移動というよりは）を示していた。北海道で標識されたトドが、ネ

ヴェルスクの上陸場でも観察された。 
 
トドは主に夜間に大陸棚の水域で捕食を行う（Loughlin他、1987）。トドの餌

は主にスケトウダラ、ホッケ、マダラ、カラフトシシャモ、ニシン、コマイ、

丸ハゼ、イカ、タコ、コウイカを含む魚類および頭足類である。 
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図5.2 サハリン島の主なトドの生息地を示す地図（カメン・オパスノスチ、クズネ

ツォバ岬、ネヴェルスクの集団繁殖地と上陸場） 
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5.3 クジラ類 

サハリン島の北東部では、17種のクジラ類の生息が知られている。 
 

• タイセイヨウセミクジラ（Eubalaena japonica） 

• ナガスクジラ（Balaenoptera physalus） 

• ミンククジラ（Balaenoptera acutorostrata） 

• ニシコククジラ（Eschrichtius robustus） 

• シロイルカ（Delphinapterus leucas） 

• マッコウクジラ（Physeter macrocephalus） 

• シャチ（Orcinus orca） 

• ツチクジラ（Berardius bairdii） 

• アカボウクジラ（Ziphius cavirostris） 

• イシイルカ（Phocoenoides dalli） 

• ネズミイルカ（Phocoena phocoena） 

• カマイルカ（Lagenorhynchus obliquidens） 

• マイルカ（Delphinus delphis） 

• バンドウイルカ（Tursiops truncatus） 

• コビレゴンドウ（Globicephala macrorhynchus） 

• セミイルカ（Lissodelphis borealis） 

• ホッキョククジラ（Balaena mysticetus）。 
 

これらのうちの４種、ホッキョククジラ、タイセイヨウセミクジラ、ナガス

クジラ、ニシコククジラの個体数は、機械化され節制なく数十年に渡って行

われた商業捕鯨によって減少している。５種はロシア連邦のレッドブックに

掲載され、６種は国際自然保護連合（IUCN）のレッドリストで”絶滅危惧IB
類（Endangered）”または“絶滅危惧Ⅱ類（Vulnerable）”のカテゴリーに分

類されている。 
 
夏から秋にかけてルンスコエとPA鉱区の近くで最も遭遇しそうなクジラ類

は、ニシコククジラ、ミンククジラ、シャチおよびイルカ類である。春の移

動の時期にはシロイルカが最も多く観察される。 
 
冬期は、PA鉱区およびルンスコエ地域にクジラ類はほとんど存在せず、ホッ

キョククジラとシロイルカがごくまれに氷塊の近くに現れる程度である。 
 
テルペニヤ湾地点からアニワ湾までのサハリン島の南で観測されたクジラ類

は以下のとおりである。 
 

• タイセイヨウセミクジラ  

• ナガスクジラ 
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• ミンククジラ 

• イワシクジラ 

• ニシコククジラ 

• マッコウクジラ 

• コマッコウ 

• シャチ 

• ツチクジラ 

• アカボウクジラ 

• イシイルカ 

• ネズミイルカ 

• カマイルカ 

• マイルカ 

• バンドウイルカ 

• コビレゴンドウ 

• セミイルカ 
 

次の章では、2003年にEIAが出版してからレビューまたは発行された追加情報

を示す。オリジナルの基本情報についてはEIAの第2巻、1章、1.7.3節の記述を

参照のこと。 
 

5.4.1 タイセイヨウセミクジラ  

 
タイセイヨウセミクジラ（Eubalaena japonica）は以前、セミクジラ

(E.glacialis)と同種に分類されていた。最近の遺伝子研究の結果、タイセイヨ

ウセミクジラが遺伝的に分化したものであることが判明した（Rosenbaum他、

2000）。タイセイヨウセミクジラは、ロシア連邦のレッドブックで”絶滅危

惧種（カテゴリー1）”に、国際自然保護連合（IUCN）のレッドリストで”

絶滅危惧IB類（Endangered）”に分類されている2。 
 
この種の現在の個体数の推定は非常に不確かであり、100頭から数千頭とばら

つきがあるが、ほとんどの関係機関は、低い方の推定個体数を使う傾向があ

る（Brownell他、2001）。最大800～900頭のタイセイヨウセミクジラがオホー

ツク海に生息し（Vladimirov, 1994）、150～200頭は夏から秋にかけて、サハ

リン島の東海岸沖の海中に生息していると考えられる。 
 
国際EIAのレポートによると、タイセイヨウセミクジラのわずかな目撃例は、

それらがサハリン島の東海岸に沿って時々生息していることを示している。

サハリン漁業海洋学研究所による1998年9月、および極東水文気象学科学研究

所（DVNIGMI）による2001年7月に、宗谷海峡の水域とアニワ湾の開けた深

 

(2) 国際自然保護連合（IUCN）はまだタイセイヨウセミクジラをセミクジラ(E.glacialis)であると考えてい

る。タイセイヨウセミクジラの個体数を別種に分類するとともに、この名称が変更されるよう期待されている。 
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海水域およびクリルオン岬とアニワ岬で行われた調査では、この種の報告は

なかった（LGL 2003）。 
 

5.4.2 ナガスクジラ 

ナガスクジラはロシア連邦のレッドブックで“危急（Vulnerable）”（カテゴ

リー２）に、および国際自然保護連合（IUCN）のレッドリストで”絶滅危惧

IB類（Endangered）”に分類されている。約2,700頭の個体がオホーツク海に

生息しており、夏から秋にかけて、400から600頭がサハリン島の東側に生息

していると推定されている（Vladimirov, 1994）。 
 
主に遠海に生息する種であるが、時々、海岸や沖の浅瀬でも観察される

（Perlov他、1996）。1975年にナガスクジラの２つの群れがアニワ湾の北方で

目撃され、1933年には７頭のナガスクジラがテルペニヤ岬で記録された

（Shuntov, 1994）。３頭の個体が、1998年9月12日にテルペニヤ湾の南方、テ

ルペニヤ岬とアニワ岬の中間地点で目撃されたが、9月13日、アニワ湾の東で

は何も観測されなかった。ナガスクジラは、オホーツク海の南方に生息し、

アニワ湾に現れることもある。 
 

5.4.3 ミンククジラ 

ミンククジラは、国際自然保護連合（IUCN）によって”準絶滅危惧種（Near 
Threatened）”に指定されているが、オホーツク海に残っているヒゲクジラ類

の中で最も数が多く、約19,000頭が記録されている（Buckland他、1992）。 
 
ミンククジラはサハリン島の東海岸全体で目撃され、アニワ湾でも観測され

ている。 
 

5.4.4 ニシコククジラ 

サハリン北東沖合のニシコククジラの分布に関する詳細情報は、SEICその他

によって1997年以降実施されている集中研究プログラムの一部として集めら

れている。この情報は、SEICのウェブサイトを通じて参照可能である。 
 
http://www.sakhalinenergy.com/environment/env_whales_program.asp. 
 

5.4.5 シロイルカ 

シロイルカは国際自然保護連合（IUCN）によって”絶滅危惧Ⅱ類

（Vulnerable）”に分類されているが、オホーツク海では希少種と考えられて

いない。個体数は18,000～20,000頭と推定されている（IWC 2000）が、その分

布は一様ではない。シロイルカは寒冷な北極圏水域に生息し、通常氷の近く

で観測される。シロイルカはサハリン東部の海域に常に生息しているわけで

はなく、少数（400～500頭）が島の北東部と北方水域に春の移動の間だけ存

在している。既存データおよび1980年代と90年代に実施された調査による

と、ヌイスキー湾がオホーツク海におけるこの種の分布の南限と推定されて

いる。 
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5.4.6 マッコウクジラ 

マッコウクジラはサハリン地域では希少とは考えられていないが、国際自然

保護連合（IUCN）では”絶滅危惧Ⅱ類（Vulnerable）”に分類されている3。

オホーツク海の南方と東方の全域に生息するが、特に千島列島の沖合水域に

中心的に現れる。夏から秋にかけて、オホーツク海のシロイルカの全個体数

は1,000～3,000頭で（LGL 2003のDoroshenko, 2002）、サハリン島海岸の東沿

岸で季節的に生息しているシロイルカは約200～300頭と推定されている。 
 
マッコウクジラは、テルペニヤ岬、アニワ岬およぼ隣接する海で最も頻繁に

観察される。かつてマッコウクジラは北海道北方でも普通に見られ（Tomilin, 
1957と西脇、1966）、宗谷海峡とアニワ湾でも記録がある（Berzin and 
Rovnin, 1966）。しかし、最近のサハリン漁業海洋学研究所による1998年9
月、および極東水文気象学科学研究所（DVNIGMI）による宗谷海峡、アニワ

湾の北方と開けた深海水域、クリルオン岬のとアニワ岬の海域における2001
年7月の調査では報告されていない。 
 

5.4.7 シャチ 

シャチは国際自然保護連合（IUCN）によって”保全対策依存（Conservation 
Dependent）”に分類されているが、オホーツク海では一般的な種で、2,000～
3,000頭が生息すると推定されている（LGL Ltd.2003）。推定個体数は10,000
頭の規模だとする意見もある（Doroshenko, 2002）。 
 
シャチは、サハリン島の東海岸全域に沿って観測され、1999年と2000年に行

われた航空調査では日常的に観測された、ニシコククジラを除く唯一のクジ

ラ類である。ほとんどの目撃例は単独であったが、25～30頭の大きな群れが

海岸から約10kmの水深が40～45mの間の水域で観測された。この群れは、カ

ラフトマスの移動の開始と関連していると推察されている。他の調査によっ

て、この種が、テルペニヤ湾、アニワ湾、宗谷海峡、アニワ岬、クリルオン

岬に生息していることが確認されている。 
 

5.4.8 ツチクジラ 

ツチクジラは国際自然保護連合（IUCN）によって”保全対策依存

（Conservation Dependent）”に分類されているが、サハリン地域では希少種

とは考えられていない。約1,000～1,500頭がオホーツク海の南方、千島列島、

カムチャッカ半島海岸、サハリン島の南部および東部およびシャンタルスキ

ーとアイロン島に沿ってみられる。 
 
この種は北太平洋に特有である。東および西太平洋の個体群は移動性で、夏

から秋かけて大陸棚に到達する。彼らは通常、深い大陸棚を好むが、オホー

ツク海の浅い海でも観察されている（粕谷、2002）。 

 

(3) 国際自然保護連合（IUCN）はマッコウクジラに対しPhysalis catadonという名称を使っている。 
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約250～300の個体がサハリン南方、主にアニワ湾とアニワ岬に移動すると推

定されている（Berzin and Rovnin、1966）。しかしながら、最近のテルペニヤ

湾とアニワ湾におけるツチクジラの調査では記録されていない（LGL 
Ltd.2003）。 
 

5.4.9 アカボウクジラ 

アカボウクジラはロシア連邦のレッドデータでは”希少種（Rare）”（カテ

ゴリー3）種に、国際自然保護連合（IUCN）では“情報不足（Data 
Deficient）”に分類されている。 
 
通常、ハクジラ類は水深200m以上の非大陸棚水域で観察される。大陸棚が全

くない水域では岸近くに現れる場合もあるが、ほとんどの目撃例は陸から遠

く離れている。アカボウクジラのほとんどの記録は、大陸棚縁と傾斜および

大洋中の島周辺で海底が急速に傾斜するところで行われている。そのような

領域はアカボウクジラにとって、重要な生息地であると推察される。アカボ

ウクジラの分布は、海山や断崖、急勾配や小峡谷などのような複雑な海底地

形のある場所に関連しているとの報告が多い。 
 
国際的な標準様式のEIAレポートでは、サハリン島周辺ではアカボウクジラが

観測されていないことが報告され、サハリン漁業海洋学研究所による1998年9
月、および極東水文気象学科学研究所（DVNIGMI）による2001年7月の調査

でも同様である。しかし、この種はアニワ湾北部で行われた、2001年9月のア

ニワ湾、アニワ岬、クリリオン岬の調査中に観察された（Vladimirov, 2002
年）。アニワ湾は、湾の水深が60mあり、東に50～100kmの地点で水深2,000m
まで急激に降下する点で、観測された好適生息地の条件と一致している。 
 

5.4.10 イシイルカ 

イシイルカは国際自然保護連合（IUCN）によって”保全対策依存

（Conservation Dependent）”に分類されている（2002）が、オホーツク海で

は20,000～25,000頭の個体数が生息していると推定されており、この種はこの

地域における最も個体数の多いクジラ類と考えられている。 
 
約3,500～4,000頭のイシイルカがサハリン島の東方水域に生息していると考え

られ、調査によって宗谷海峡、テルペニヤ湾、アニワ湾、アニワ岬にこの種

が存在することが記録されている。観察記録により、テルペニヤとアニワ湾

の間には、イルカの主な分布があることが示されている（同書）。 
 
サハリン漁業海洋学研究所の1999年の研究では、イシイルカの目撃が日常的

に記録されている。この種はテルペニヤ湾において最も豊富なクジラ類で、

ここで活発に採餌を行っていた。サハリン漁業海洋学研究所は、この種がア

ニワ湾ではやや少ないと記している。 
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5.4.11 ネズミイルカ 

ネズミイルカは国際自然保護連合（IUCN）によって“絶滅危惧Ⅱ類

（Vulnerable）”に分類されているが、オホーツク海では希少種とは考えられ

ていない。彼らは通常、カムチャッカの西海岸、サハリン島の東海岸および

シャンタルスキー島の北に沿った内大陸棚の海中で観測される（TINRO 
1996）。 
 
サハリン島の水域ではネズミイルカがたびたび目撃されている。サハリン漁

業海洋学研究所による1998年9月のベースライン調査の期間中、この種はテル

ペニヤとアニワ湾で二番目に豊富なクジラ類として記録され（SakhNIRO 
1999）、さらに極東水文気象学科学研究所（DVNIGMI）による2001年の調査

でもテルペニヤ湾とアニワ湾内のポロナイスク港でネズミイルカが記録され

ている。ネズミイルカが８月の調査期間にルンスキー湾周辺で最も普通に観

測される種である（103頭のクジラ中73頭）ことが報告されたSEICの2003年の

調査プログラム（TINRO 2003）でも、この種がはるか北方にも存在すること

が確認された。ピルトン地域では、2003年にMMOによって、73頭中５頭が目

撃された程度であり、頻度は低い。 
 

5.4.12 カマイルカ 

カマイルカは国際自然保護連合（IUCN）のレッドリストで”軽度懸念（Least 
Concern）”に分類されている。この種は、北西太平洋において最も個体数の

多いクジラ類の一つと考えられ、平均90頭の大きな群れで発見されるが、

3,000頭の群れが見られることもある（LGL 2003のWaerebeek & Wursig, 
2002）。オホーツク海では、このイルカは千島列島、宗谷海峡、アニワ岬、

アニワ湾で記録されており、南に向かうにつれて目撃例が頻繁になり集中的

に現れるようになる。 
 
サハリン漁業海洋学研究所の調査では、ネズミイルカとともにカマイルカ

が、アニワ湾のベースライン調査の間に観測されたクジラ類で最も普通に見

られるクジラであった。このイルカ類は湾の中で活発に採餌を行っている。 
 

5.4.13 マイルカ 

マイルカは国際自然保護連合（IUCN）のレッドリストで”軽度懸念（Least 
Concern）”に分類されている。この種は、世界全体の個体数は数百万で、最

も一般的な沖合水域のイルカだと考えられている（LGL 2003のPerrin, 
2002）。オホーツク海の中では、マイルカは主に千島列島沿いとカムチャッ

カの西海岸沿いに集中している。この種はサハリン島の東水域とシャンタル

スキー島の北にも生息している（TINRO 1996）。 
 
マイルカは、アニワ湾内で行われたサハリン漁業海洋学研究所の1998年のベ

ースライン調査で記録された中で四番目に多い種であり、クジラ類の観測の

７％がイルカ類でした。宗谷海峡、アニワ湾、アニワ岬、クリルオン岬にお

いて2001年８月～９月に行われた調査では、この種が２番目に多く観測され
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たクジラ類で、目撃例の16％に当たると報告されている（Vladimirov, 
2002）。 
 

5.4.14 バンドウイルカ 

バンドウイルカは国際自然保護連合（IUCN）で”情報不足（Data 
Deficient）”に分類されている。この種はオホーツク海では普通見られない

が、調査ではサハリン島の周辺水域で観察されている。 
 
サハリン漁業海洋学研究所によるルンスキー湾とアニワ湾のベースライン調

査（1999）では、バンドウイルカの存在が記録されているが、個体数は少な

かった。調査は2001年８月～９月に、宗谷海峡、アニワ湾、アニワ岬、クリ

リオン岬で行われ、クジラ類の観測の２％がこの種であったと記録されてい

る。 
 

5.4.15 コビレゴンドウ 

コビレゴンドウは国際自然保護連合（IUCN）によって”保全対策依存

（Conservation Dependent）”に分類されている。この種は、彼らの餌である

イカの移動を追いかけて、春から夏にかけては北に、秋から冬の間は南に移

動する。オホーツク海の中では、この種は千島列島の周辺水域、宗谷海峡、

アニワ岬の大陸棚の切れ目や海岸近くで観測された。 
 
コビレゴンドウは、サハリン漁業海洋学研究所による1998年の、および極東

水文気象学科学研究所（DVNIGMI）による2001年7月の、あるいは宗谷海

峡、アニワ湾、アニワ岬、クリルオン岬での2001年8月と9月の間の調査期間

中には観測されなかった。 
 

5.4.16 セミイルカ 

セミイルカは国際自然保護連合（IUCN）で”軽度懸念（Least Concern）”に

分類されている。彼らは通常、深海の、温暖な水域で観測されるが、千島列

島周辺、カムチャッカの南西海岸、宗谷海峡、アニワ岬、テルペニヤ湾の東

を含むオホーツク海南方でも報告されている（TINRO 1996）。 
 
セミイルカは、サハリン漁業海洋学研究所による1998年の、および極東水文

気象学科学研究所（DVNIGMI）による2001年７月の、あるいは宗谷海峡、ア

ニワ湾、アニワ岬、クリルオン岬での2001年８月～９月の調査期間中には観

測されなかった。 
 

5.4.17 ホッキョククジラ 

ホッキョククジラはロシア連邦のレッドブックでカテゴリー1の”絶滅危惧類

（Endangered）”に分類されている。国際自然保護連合（IUCN）はこの種を

一般的な”保全対策依存（Conservation Dependent）”に分類しているが、独

自に別々の個体群についても示している。オホーツク海の個体群は絶滅に瀕

している。 
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EIAで述べられている通り、ホッキョククジラはオホーツク海の北東（ギジギ

ンスカヤとペンジンスカヤ湾）と西（シャンタルスキー島とコンスタンチ

ン、ウルバンスキー、ツグルスキー湾の近く）の２箇所でしか確認されてい

ない。２月～３月に50～100頭のホッキョククジラがサハリン島の北と東の海

岸に沿って、氷の縁に現れる可能性がある（Vladimirov, 1994）。しかし、こ

れらの月以外は、島の周辺ではこの種は記録されておらず、島の南や南東海

岸周辺の水域では一度も目撃されていない。 
 

5.4.18 イワシクジラ 

イワシクジラはロシア連邦のレッドブックで”希少（Rare)”（カテゴリー3）
に分類され、国際自然保護連合（IUCN）では“絶滅危惧IB類
（Endangered）”に分類されている。 
 
イワシクジラは浮遊性甲殻類、小魚、および頭足類を捕食している。イワシ

クジラの分布は広範で、大西洋、インド用および太平洋でも観察される。一

般に、彼らは、氷の近くの最も寒い場所を避けて、例えばナガスクジラなど

よりも暖かい水域を好む傾向がある。イワシクジラは開けた海洋と沿岸水域

に現れるが、通常は水深が100mよりも深い深海に生息している。彼らは浅い

湾や河口ではめったにみられない。夏に、イワシクジラは千島列島のさまざ

まな海峡を通じてオホーツク海の南方と南東に通り抜ける。オホーツク海で

推定された個体数は200～400である（TINRO、1996）。2001年に極東水文気

象学科学研究所（DVNIGMI）によって行われた調査では、ルンスキー湾、テ

ルペニヤ湾のポロナイスク港、アニワ湾で個体が観察された。調査中、イワ

シクジラによって行われた行動や活動に関する詳細情報は得られなかった。 
 
イワシクジラは過去に実施されたテルペニヤ湾とアニワ湾における1998年の

調査（SakhNIRO、1999およびSobolevsky, 2001）や宗谷海峡、アニワ湾の北方

と開けた深海水域、クリルオン岬とアニワ岬で行われた2001年の調査

（Vladimirov, 2002）では観測されなかった。 
 

5.4.19 コマッコウ 

コマッコウは、当時サハリン水域での存在が報告されていなかったため、EIA
には記載されていない。しかしながら、LGL（2003）で報告されたとおり、

コマッコウは北方とアニワ湾の開けた深海水域、宗谷海峡、クリリオン岬、

アニワ岬で確認されている（LGL2003のVladimirov, 2002）。 
 
コマッコウはロシア連邦のレッドブックには記載されておらず、国際自然保

護連合（IUCN）では”軽度懸念（Least Concern）”に分類されている。この

クジラは海洋種で、大陸棚の縁を越えた温暖あるいは熱帯の沖の水域を好ん

で生息すると考えられている（LGL2003のRice, 1998）。この種は海でめった

に観察されないため、遺伝子の範囲の確立はまだされていないが、一般には

極や極近くの海には生息しないと考えられ、過去に北海道のはるか北で記録

されたのみである（Caldwell and Caldwell, 1989）。 
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5.5 特定の問題と懸念事項 

5.5.1 トドに対する影響 

サハリン周辺の海岸水域に生息するトドの個体数、特にアニワ湾内での生息

状況に対する、計画中のプロジェクト活動の潜在的影響についての懸念が示

されている。 
 
5.3.6節で報告された通り、トドは一年の異なる時期に島の周辺の多くの場所

で観察することができる（LGL、2003）。 
 

• 唯一の集団繁殖地は、5月～12月の間にトドがいるロベン（チュレニ

ー）島に位置している。 
 

• 3つの上陸場（独身個体のトド）が、秋にアニワ湾（図5.2参照）の南

西周辺の南サハリンに存在している。冬期にはトドはこれらの場所に

とどまっていると考えられるが、更に遠くの上陸場に移動している個

体がいることを示す証拠もある。 
 

• トドは夏期に、サハリン海岸の東とアニワ湾に沿って観察される可能

性がある。しかしながら、大部分の目撃例はチュレニー島の集団繁殖

時周辺で採餌をしている個体であった。 
 
プロジェクト活動の潜在的影響を考える上で、懸念や危険な影響の発生の可

能性とその程度を評価するためには多くの局面を考慮しなければならない。

これらの局面は次のように要約される。 
 

• 個体群が集合している中心地とプロジェクト活動が行われるエリアが

近接している、影響には油流出への暴露を含む 

• 動物に対する撹乱を引き起こす可能性のある作業の性質と影響可能性 

• トドの基本的行動生態と人間の存在/活動に対する感受性 
 
図5.2に示されたとおり、サハリン周辺のトドの個体群はいくつかの場所（チ

ュレニー島および南西海岸の上陸場）に集中している。海洋哺乳類調査から

集められた情報（表5.3参照）は、春から初秋にかけて、アザラシの活動はチ

ュレニーの繁殖地の周辺に集中していることが示されている。晩秋から冬に

かけては、活動の中心は、サハリン南方の沖の上陸場に移動する。チュレニ

ー島の繁殖地での交配と子育ては夏の間、繁殖地近くの海岸水域で観察され

る可能性が、また、餌を求めて東部沿岸のかなり遠方でも観察される可能性

がある。一般に、チュレニー島のオスは子供に給餌せず、繁殖地のテリトリ

ーを防御している。 
 
アニワ湾内で個体が日常的に目撃されるにもかかわらず、繁殖地と上陸場周

辺の海岸水域の使用程度は知られていない。しかしながら、行動や周辺水域

の使用程度の推定は、他で行われた遠隔調査から行われている。これらの研

究からの情報は、計画中のプロジェクト活動と稀少なトドの行動空間的オー

バーラップの可能性をよく示している。 
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採餌行動と、春～夏、秋～冬の生息地間の移動特性を調べるために、多くの

遠隔研究が行われている。データは千島列島と北海道起源のアザラシのため

に取得されたものであるが、これらの研究の大部分は、アラスカやアメリカ

西海岸のコロニーでの若年とメスのトドへの標識付けに関連したものである

（NMFS、2001）。アメリカでは、このデータは、アメリカにおけるトドの個

体数の減少に焦点を当て、近海の漁業者とトドの給餌活動との相互関連を決

定するために使用された（NMFS 2001, Loughlin他、未公開）。これらの研究

から集められた情報は、トドと、サハリンⅡプロジェクトの一部として計画

された活動との間の影響可能性の評価において活用されている。 
 
ローリン他によって遠隔調査による情報が要約された（NMFS2001での報

告）。遠隔測定法の情報によると、年間を通じて岸から最大20km離れたとこ

ろの沿岸水域がトドによって最も多く利用されるところであり（表5.2）、秋

から冬にかけて、幼獣と授乳中のメスによって使用されているのが確認され

ている。ローリン他（未発行）は、かなり多くの個体が18km以内の一帯で行

動しており、これらの採餌のための行動の多くは成功せず、それゆえ、さら

に遠距離の移動（18から36km、あるいはもっと遠い沖まで）は、データが示

す以上に重要であることを示している。これは、冬の間、大人のアザラシに

よくあるケースと考えられる。仮にそうであっても、過去のデータは、主要

なトドの生息地点から最大18km離れた一帯が給餌と一般的な活動に最も重要

な関連をもっていることを強く示唆している。 
 
表5.2 アラスカの上陸場と繁殖地からのトドの移動距離測定データの要約（記録さ

れた全移動に対する％） 

 
 夏（4月～9月） 冬（10月～3月） 

ゾーン 幼獣 成獣 幼獣 成獣 
0-3 nm (0-5.5km) 68.4 89.6 92.8 74.0 
3-10 nm (5.5-18km) 6.0 6.0 6.3 5.2 
10-20 nm (18-36km) 5.1 0 0.6 4.2 

20 nm以上 (>36km) 20.4 4.5 0.4 16.7 

 
このデータから、サハリンにおける大多数のトドの活動がプロジェクトの活

動地域からかなり離れたところで行われている可能性が高いことが示され

た。チュレニー島の主な繁殖地はPA鉱区のプロジェクト活動域から南

400km、ルンスコエの南250kmにある。アニワ湾の中では、上陸場は

LNG/TLU現場から100～150kmの間にある。 
 
プロジェクト活動とトドの重要な生息地域が空間的に重複する可能性は非常

に小さい。これは、相互作用や個体への潜在的な影響が発生しないというわ

けではない。ベースライン／特性調査の際に集められたデータは、明らか

に、トドがピルトン地域に生息し、アニワ湾の中央部分でも観測されている

ことを示している。餌を求めて長距離遊泳中の、あるいは通過中のトドがプ

ロジェクの関連活動に遭遇する可能性がある。 
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人間の活動に遭遇した場合のトド個体に起こりうる反応を確実に規定するの

は困難である。しかし、一般的な反応としては、潜在的な影響源を回避する

か、順化するかのどちらかである。ネヴェルスクのトドの上陸場は港の近く

にあるが、そこは、サハリン沿岸の広大な部分に比べ、人間活動のレベルが

比較的高い地域に近い場所であるということは興味深い。また、既存の石

油・ガス開発活動が有害な影響またはその島のトドの行動に影響を及ぼした

ことを示唆する証拠は示されていない。 
 
サルキンとピッチャー（1982）は、航空機と船舶の運行による騒音はトドの

上陸場において、まったくの無反応から、ただちに、完全に上陸場を離れる

ものまで、非常に多様な影響を起こすことを報告している。トドは、撹乱が

繰り返されたことによりいくつかの生息区域を放棄したが、他の状況では、

著しい騒動が繰り返された後でもその場所の使用を続けていた（Thorsteinson 
and Lensink, 1962）。 
 
ジョンソン他（1989）は、さまざまなトドの騒音と撹乱に対する上陸場と繁

殖地の潜在的な弱点を評価し、トドに対するさまざまな影響を記録した。ア

ラスカのサリチェフ岬、ウニマック島における大多数のトドの繁殖地は、そ

の場所に灯台が建設された後で放棄されたが、灯台が廃止されてからは、再

びそこにトドの上陸場が形成された。 
 
アニワ湾のLNGプラントおよびTLUの操業が開始されると、宗谷海峡を航行

する船舶（LNGおよび原油タンカー）の交通量が増加する。主な航路はアニ

ワ湾内のトドの上陸地から十分な距離があり（ネヴェルスクから約110 km、

クズネツトヴァ岬から50 km、カメン・オパスノスティ岩から15 km）、船舶

がトドに直接的な影響を与えるほどこれらの上陸地に接近することはないと

予測される。 
 
船舶の交通量の増加に伴う水中の騒音レベルの増大とそれに伴うトドへの影

響が生じる可能性がある。主要な航路からクズネツトヴァおよびネヴェルス

クの主要な上陸場までの距離からみて、これらの地域を利用しているトドは

船舶による騒音の増加による影響を受けないと予測される。しかしながら、

カメン・オパスノスティ岩の上陸場は主要な航路に近接しており、採餌をす

る個体が宗谷海峡を航行する船舶による騒音影響を受ける可能性がある。 
 
トドの水中での聴力と感受性に関するデータは非常に限られたものしかな

く、水中の騒音による影響の可能性の評価が必要とされる場合には、アシカ

類（カリフォルニアアシカなど）に関する一般的なデータが使われてきた。

鰭足類のアザラシ科（オットセイなど）は一般に１キロヘルツから30～50キ
ロヘルツ、閾値で60～85dB／µPaの音を聞くことができる（Richardson他、

1995）。ほとんどのアザラシの感受性は、感受性が弱まった後でも約60キロ

ヘルツまでは良好である（Richardson他）。水中でのアシカ科（カリフォルニ

アアシカなど）の鰭足類の高および低周波に対する感受性は、通常アザラシ

類より低いが、中間周波ではほとんど差がない（Richardson他、1995）。水中

での騒音レベルに対する鰭足類の耐性は十分立証されておらず、トドに対し

て使用可能な、確立されたデータは存在しない。しかしながら、研究された
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範囲のデータに基づくと、鰭足類は140dB／1µPaまでの音響レベルにさらされ

ると一時的な聴力喪失を引き起こすと予測され、更に海洋哺乳類（アザラシ

類を含む）が120～140dB／1µPaにしばらくさらされると、その場所を動けな

くなるか、場合によっては永久的な難聴を引き起こす可能性があると考えら

れる。 
 
アラスカのグレイシャー・ベイ国立公園内のトドや他の哺乳類についての、

巡視船によって発生する水中の騒音による影響の研究は、宗谷海峡で起こり

うる状況と類似しており、利用可能である。この研究は船舶管理の変更を行

う可能性に関する評価の一部として行われた。船の信号を使った計算による

と、10ノットで航行する巡視船は約500mに渡って130デシベルまたはそれ以上

の騒音を発していた（海洋哺乳類が反応する音のレベルは130デシベルとされ

ている）（LGL 2003、NPS 2003から引用）。19ノットで航行する巡視船の騒

音データ（195dB／1 µPa @ 1m）に基づき、LGLはグレイシャー・ベイ内では

130デシベル以上の騒音が最大5,000メートル（船からの半径）で発生すると予

測した。それに対し大型タンカーは通常、水中騒音レベルとしては175～
195dB／1 µPa @ 1mの騒音を発生させる（Richardson他、1995およびHildebrand, 
2004）。異なる場所におけるデータであるため、直接的な比較ではないが、

宗谷海峡を通過するタンカーでも同じような音響による影響が生じると予測

される。静止物体にとって移動中の船舶は恒常的な騒音源とはならないとい

うことも考慮する必要がある。グレイシャー・ベイの研究データを使って最

長時間が計算され、静止物体が19ノットで航行する船から130デシベルかそれ

以上の騒音を受けるのは約17分間と算定されている。この時間は、ゼニガタ

アザラシ、ゾウアザラシ、トドに一時的な難聴（一過性閾値変動）を引き起

こす20～22分の騒音への暴露よりは短い（Kastak他、1999）。 
 
このデータを用いると（ただし直接比較ではないことを考慮したうえで）、

宗谷海峡を通過する船舶運行に関連する水中騒音がカメン・オパナスティ岩

のトドの上陸場で撹乱を引き起こすレベルに達する可能性は小さい。上陸場

は主な航行経路から約15km離れたところにあり、NPS（2003）の研究と大型

タンカーの騒音レベルに関するデータに基づくと、上陸場は、騒音レベルが

トドに撹乱を引き起こすかもしれない騒音レベルの領域から約10km（グレイ

シャー・ベイの予測モデルに使われた半径5kmに準じる）の場所にあると予測

されている。 
大部分のトドの活動は上陸場の10km以内に集中していると考えられる。この

領域の外側で活動しているトドは、彼らに影響を与える騒音（船舶通過の

間）が増えたこの領域を回避すると予測される。船舶の移動は一時的である

ため、撹乱を引き起こす可能性のある騒音レベルの領域の発生もまた一時的

と考えられる（上陸場から10km以上離れたところなど）。トドが横断する可

能性のある船舶航路や航路の近くを船舶が移動する際の時間間隔も長いと考

えられる。 
 
このことから、プロジェクト活動に関連する船舶運行は、撹乱を引き起こす

可能性のある騒音レベルの増加を一時的にもたらすが、その影響範囲は最も

近いトドの上陸場からやや離れたところに位置しており、トドの餌場として

使われている領域の大部分は、増加する水中騒音の影響を受けない状態にあ
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ると考えられる。トドが騒音増加による影響を受けずに船舶航路を自由に横

断して移動できる時間も多くあると予測される。 
• 宗谷海峡を通過する船舶航行がトドに影響を与える騒音を発生す

る可能性がある。しかし、直近の上陸場は航行路から15km離れて

おり、騒音による影響の可能性は一時的で、タンカーから半径約

5km以内の領域に限られている。 
 
過去のデータと研究結果は、活動に関連するプロジェクトを通じたトドに対

する潜在的影響は非常に小さいことを示している。この結論は以下の要素に

基づいている。 
 

• チュレニー島の上陸場と繁殖地はプロジェクト活動の影響を直接受け

ない。 

• かなり大多数のトドの活動が行われている重要な生息地は上陸場と繁

殖地から40km以内の一帯に広がっていると考えられる。 

• プロジェクト活動の主な中心はトドの主な生息地点から100～400kmの

間に位置する。 

• この種に大きな騒動を引き起こす活動は、人間の存在および／また

は、ごくたまにある騒音活動（航空機の上空飛行など）を通じて上陸

場と繁殖地に直接影響を与える程度である。 
 

原油流出の発生 
 

原油流出が発生して原油が個体や上陸場、繁殖地に達した場合、あるいは餌

の大部分に接触した場合、トドに対する影響が予想される。影響としては原

油の表面接触や皮膚（毛皮）の汚染、揮発した汚染物質の吸入、原油または

原油で汚染された餌の摂取が挙げられる。 
 
幼獣以外のトドの皮膚は断熱性の厚い脂肪の層になっており、汚れによって

断熱性が損なわれる毛皮ではないため、原油との接触による低体温で死亡す

る可能性は小さい。とはいえ、原油や揮発した炭化水素にさらされること

で、敏感な組織（例えば、目、鼻腔、口、肺など）が炎症を起こしたり潰瘍

化したりする可能性がある。そのような状態は、個体の生理学上のストレス

を増加させ、極度に汚染されたり、あるいは既に弱っていた個体が死亡する

可能性を高めることがある。トドの幼獣は、保温のために毛を必要とするた

め、成獣よりも傷つきやすく、著しく原油に汚染されれば死亡する可能性も

ある。したがって、子育てのピークの季節に油流出事故が発生すれば、海岸

で、あるいは母親からの油に接触することによって、幼獣の死亡に繋がるこ

とがある。しかしながら、過去のデータによると、油流出事故の後でそのよ

うな事態が通常発生するのか、あるいはもし発生したとしても、多数の個体

が影響を受けるかどうかは不明である。 
 
油に汚染された個体は、汚染されていない水域に移動することで、ほとんど

の症状を軽減するとはいえ、数時間か数日間、通常の生活に支障が生じる可
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能性がある。採餌から戻ったメスが油を汚染により敏感な状況にある幼獣に

移す可能性がある。 
 
トドが油に汚染された地域を避ける程度はまったく知られていない。エクソ

ン・バルディズ号重油流出事故（1989）の後でプリンス・ウィリアム湾およ

びアラスカ湾で観察された個体は、油のある水域を避けているようには見え

なかった。トドが油膜の中、あるいは近くを泳いでいるところが目撃され、

油は多くの上陸場と多くの繁殖地の近くで見られた。エクソン・バルディズ

号の重油流出事故は、大量の流出油がトドの太平洋西部群の生息範囲を含む

広範囲を覆い、長期間持続し、重要な上陸場に達し、トドが出産し換毛中の

時期に発生した、などトドに関してはいろいろな意味で、最悪の原油流出事

故のシナリオであった。しかしながら、繁殖生息地は汚染されなかった。 
 
1989年初めの流出の際には12頭のトドの死体がプリンス・ウィリアム湾の浜

辺に打ち上げられ、次いで16頭のトドの死体が湾の近くやケナイ海岸の周辺

の上陸場から集められた。高濃度の多環芳香族炭化水素（PAH）化合物が原

油流出の後に死んだトドから検出された。エクソン・バルディズ号重油流出

事故の７ヶ月後に集められたトドの死体は、胆汁内容物の中に、流出した油

とPAH代謝化合物質が含まれていた（Calkins他、1994）。しかしながら、ト

ドの組織学的な試験では、炭化水素汚染に関連する病変を発見できなかった

ため、油の毒性による影響を示す証拠はなかった。 
 
既存の個体数データ（成獣と幼獣）の統計分析と原油流出の後で行われた計

数からは、トドの個体群レベルに対する原油流出の影響がある明確な証拠は

得られなかった。これは、原油流出前の計数から集められたデータが限られ

ていたためであった可能性もあるが、ほとんどのデータは、個体群全体では

以前と同様の減少が続いていることを示していた。 
 
全体的に見て、カルキンら（1994）の結論によると、トドに対する重大な原

油流出の影響は検出されなかった。エクソン・バルディズ号の原油流出事故

の後、記録されたトドの死の決定的な証拠は得られなかった。しかしなが

ら、生理学的な分析を通じて、カルキンら（1994）は、明らかに原油にさら

されたトドの中には、原油化合物の毒性レベルが大きな汚染を引き起こした

ものもあるという不十分な証拠はあるとしている。従って、既存のデータは

エクソン・バルディズほどの規模の事故の場合であっても、個体群レベルに

おける原油流出に対するトドの感受性は低いことを示している。しかしなが

ら、油の汚染（吸入、接触、吸収、および食物摂取）の結果による、個々の

トドへの影響を除外することはできない。 
 
もし油流出が発生すれば、アニワ湾の上陸場の保全は危機にさらされる可能

性がある。沿岸地域の餌資源は被害を受ける可能性があるが、トドが利用で

きる餌は多く存在することから、餌の利用可能性全体が危うくなることはな

いと考えられる。エクソン・バルディズ号の事故後の研究からは、餌資源へ

の影響を通じてトドが被害を受けるという証拠はない。 
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アニワ湾内で（TLUから）原油流出が発生し、原油が湾内の上陸場に漂着す

る確率は6～14％（天候や季節による）と推定されている。この予測は重油流

出軌道モデル化研究（FEHRI、2004）に基づいている。TAU原油流出対策計

画-予備的なQRA（定量的リスク分析）（2004）によると、沖合の輸出ターミ

ナル（パイプラインを含む）からの原油流出発生の確率は、5×10-5～5×10-6

（１年以内に起こる重大な流出確率）の範囲内にある。原油流出モデル研究

の結果と、原油汚染に対するトドの行動特性と生理学的反応の情報の組み合

せは、以下の結果を示している。 
 

• アニワ湾における原油流出がトドの上陸場を油で汚染する可能性はあ

るが、そのような事態が発生する可能性は非常に低い。 
 

• 上記で議論したとおり、エクソン・バルディズ号のデータを基にする

と、万一重要な生息地（上陸場）が影響を受けた場合でも、数頭の個

体は被害を受ける可能性があるが、個体群に影響するレベルでの被害

は発生しない。 
 

原油流出事故の影響は、実際的な影響緩和対策の実行により、更に低減する

ことができる。そのような対策はアニワ湾（TLU/OET）油流出対策計画で詳

述されることになっており、そこでは油流出に対して環境的に敏感な地域に

注目し、起こりうる被害を回避または削減するための対策が詳しく述べられ

る予定である。これに関する更なる情報は、EIA補遺版の油流出対策に関する

章（2章）に記載されている。 

5.5.2 ハクジラ類とその他のクジラ類に対する騒音影響 

海洋哺乳類は、移動やコミュニケーション、採餌、社会構造の維持をする上

で特に聴力に依存している。そのため、彼らの活動中の聴力使用に対して影

響を与える音響環境の変化が特に懸念される。 
 
過去のデータから海洋哺乳類は、海洋環境に適合したものであるが、生まれ

つき哺乳類としての耳を持っており、普通の陸上の哺乳類よりも広域な可聴

域を発展させたということが分かっている。 
 
既存データは、海洋哺乳類の中には、絶対音感範囲と感度の両方にかなりの

幅があり、可聴範囲が超音波から超低周波音にわたっていることを示してい

る（10Hz ～ 200kHz, 最可聴域40～50 dB / 1 µPa）。クジラ類は内部耳構造か

ら可聴域に基づき超低周波音までのType Mヒゲクジラ類、超音波を超える

Type Iハクジラ類、超音波の下位の範囲のType IIハクジラ類の３つのグループ

に分類できる。Type Iハクジラ類のピークスペクトルは100kHzであり、比較

的低照度で、音響学的に複雑な水域で活動する海岸近くや河川の種に多い。

Type IIの種は主にイルカ類で、物体密度の少ない環境に生息し、通常大きな

群れをなす近海および沖合の動物で、高い社会性があり、遠距離の大きな物

体を検出するために波長の長い下側の超音波周波数を使用する。ヒゲクジラ

類の耳に関するデータは十分にあるとはいえないが、可聴域と超低周波音に

適応していると言われている（Richardson他、1995）。 
 



 
ニシコククジラ以外の海洋哺乳類 

28 of 50 

各データで一致していることは、事実上全ての海洋哺乳類が300Hzかそれ以上

の周波数の音源による影響を受けることである。どの種も、異常な強度の

音、特に激しい衝撃音による影響を受ける。しかしながら、音源から距離が

離れるにつれて、それは”音源”におけるよりも現実的なシナリオである

が、その影響は３つの面、強度、周波数、個々の感受性の要素から構成され

る。低い周波数音源により大きな影響を受ける可能性がある種は比較的少な

い（Hildebrand, 2004）。 
 
ここ数年、特に、激しい音源がクジラを迷わせ、例えば浜への打ち上げをお

こさせるということに関心が集まっている。海軍の演習で使用される高強度

の水中（超）音波探知機や地震調査の時に使用されるエアガンが、いくつか

の打ち上げ事例と関連していることを示す証拠がある。 
 
記録された事例のほとんどは、アカボウクジラに関連しており、アニワ湾で

最近報告された種としてはツチクジラがある。結論として、プロジェクトに

関連する音源がこれらのクジラ類に及ぼす潜在的影響の評価は、特別な問題

として取り上げられた。 
 
ツチクジラの打ち上げに関する世界的リストでは２頭以上の事例が示されて

おり、1914年の２頭の個体を別として、1963年以来複数のクジラが打ち上げ

られた記録はない。しかしながら、1960年から2000年までの10年で３頭から

10頭の複数の打ち上げが記録されている（Hildebrand, 2004）。1960年以来、

複数のツチクジラの打ち上げ事例が増加しているのは、軍艦で高強度音波探

知機が広く使われ始めた時期と一致している。アカボウクジラは、打ち上げ

事例にかかわる種のなかでも最も群を抜いており、打ち上げ動物全体の81％
に該当する。 
 
この打ち上げの原因は明らかではないが、複数の原因がかかわっていると考

えられる。可能性として、アカボウクジラは他の種以上に影響を受けやす

く、音響に対する行動反応が迷入を起こしやすいためとも考えられる。ま

た、この種はハクジラ類の中で最も数が多く、そのためこの種が（ハクジラ

類の中で）打ち上げにかかわる数が多くなっている可能性がある。 
 
打ち上げ事例の背景は、生息地で採餌するハクジラにとって好適な深海に近

い島または群島、という点で、極めて一貫している。高い音響レベルにさら

されたとき、ツチクジラ類は最も近くの海岸に泳いでいくように見える。人

間が介入してそれらを海に返さない限り、これらの動物は死亡する。海に帰

された後のクジラ類の生息状況は知られていない（Hildebrand, 2004）。 
 
過去の調査結果は、明らかにツチクジラ類、とくにアカボウクジラに対する

潜在的影響が、彼らが好む生息地周辺での高強度の音源の使用と関連してい

ることを示している。アニワ湾の水域での２種のツチクジラ類の生息が確認

されたことから、これらのクジラがサハリン南部周辺の水域を、おそらく採

餌のために使用していることを示しており、それゆえ、影響を受ける可能性

がある。これらの目撃例は、ツチクジラ類がこの領域の海の環境によく対応
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しており、サハリン南東の急勾配の下降領域を日常的に使用しているという

ことを示しており、注目に値する。 
 
ツチクジラ類はアニワ湾の浅い水域を日常的に利用していると推定され、プ

ロジェクト活動中に発生する高強度の水中騒音により影響を受けるおそれが

ある。上記で議論したとおり、ツチクジラ類への影響と打ち上げは、低周波

音響探知機や地震探査期間中のエアガンの連続使用など、海洋環境における

低い周波数、高エネルギー騒音源に関連しているように見える。このような

活動が発生させる高強度、低周波数の騒音は、アニワ湾で計画されている作

業中（LNG桟橋やTLU建設など）は発生しない予定である。したがって、こ

れは、先の一致した証拠に基づき、ツチクジラ類への影響に関連する、この

種の騒音が発生する可能性はないことを示している。 
 
しかしながら、他のプロジェクト関連活動で発生する騒音がアニワ湾内のツ

チクジラ類に有害な影響を及ぼしうるかを考慮することが望ましい。LNGと

TLU施設の建設期間中の杭打ち工事と浚渫がこうした騒音源になるかもしれ

ず、船舶の活動がバックグラウンド騒音を増加させる可能性がある。 
 

潜在的に、実施される最も騒音レベルの高い活動はアニワ湾のLNG埠頭の建

設に使用される仮設の荷揚げ埠頭およびTLU建設の際の杭打ち作業である。 
 
荷揚げ埠頭建設の際のシートパイリング作業は陸上からクレーンで振動式ハ

ンマーを用いて行われる（振動式杭打ち）。同様に、TLU建設の杭打ち作業

もジャッキアップリグから海底に穴を開けた後で振動式ハンマーを用いて行

う。TLU建設のための杭打ちと掘削作業には約２日を要すると予測されてい

る。 
 
ネドウェルとハウエル（2004）は杭打ち作業により発生する騒音レベルと海

洋生物の影響についてのデータを示している。調査結果によると、杭打ち作

業で発生する騒音は海洋哺乳類に対して、その海域の回避や死亡といった影

響をもたらす可能性があるという興味深い結果が示されている。騒音レベル

に最も影響する要因は、杭打ちの技術、杭の直径、地域の地質および水深で

ある。 
 
ネドウェルら（2003）は英国サウザンプトンのTown Quayにおけるフェリー

ターミナル建設の際の杭打ちおよび振動式杭打ち作業により発生する水中騒

音の測定結果について報告している。振動式杭打ち作業中の水中騒音は、作

業現場から417 mの地点で測定された。測定された騒音レベルは、振動式杭打

ち作業中でも測定地点におけるバックグラウンドの騒音レベルからの著しい

上昇はみられなかったことを示している（バックグラウンド騒音レベルは

時々150 dBに達したが、通常は110～120 dBの範囲）。しかしながら、サウザ

ンプトンの水域におけるバックグラウンド騒音レベルは、船舶航行量の多さ

やその他の水中作業により、アニワ湾よりも著しく高い可能性がある。 
 
ネドウェルおよびエドワード（2002）は、英国リトルハンプトンにおける埠

頭の拡張の際の振動式杭打ち作業の際に測定された騒音レベルについて報告
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している。多くの地点で測定された騒音レベルには著しいばらつきが見ら

れ、これは騒音源から発生する騒音レベルに幅があったことを示している。

彼らはこのばらつきについて、くい打ち作業現場付近の土壌密度が異なるこ

とにより、伝播状況が変化したためと考えている。杭打ち作業現場から20～
80 m離れた各測定地点で測定された平均騒音レベル（二乗平均平方根）は、

132～152 dB/1µPaと幅があった。杭打ち作業で発生する騒音の周波数帯27Hz
に著しいピークがあるが、ほとんどは中周波音（200Hz～2KHz）であった。 
 
ネドウェルら（2003）は海上に風車を設置するための砂岩への杭打ち作業の

際の海底掘削作業（ジャッキアップリグから）に起因する水中騒音を測定し

ている。掘削地点で発生する騒音レベルは測定できなかったが、掘削地点か

ら100 m～9 kmの地点での全ての測定結果が（海洋哺乳類および魚類に）著し

い行動への影響を与えるレベルよりも低かった（Nedwell他、2003）。 
 
海洋浚渫工事の報告された音源レベルは1／3オクターブバンドの160～
180dB/1µPa @ 1mで、ピーク強度は50～500Hzの範囲であった（Greene and 
Moore、1995）。アニワ湾ではLNG埠頭および仮設荷揚げ埠頭（MOF）の建

設のための浚渫作業にバケット浚渫機が使用される。アラスカのクック湾で

米国陸軍工兵隊が行ったバケット浚渫作業により発生する水中騒音の詳細な

記録が示されている（Dickerson他、2001）。クック湾での浚渫作業における

騒音測定では、バケットが海底の粗い砂利にぶつかったときに最も大きな騒

音が発生しており、その騒音レベルは浚渫地点から150 mの地点で124 
dB/1µPa、5 km以上離れた地点では30 dB減衰していた。掘削作業（バケット

を海底の堆積物に投入）の際は研削音が特徴的であり、浚渫地点から150 mの

地点で113.2 dB/1µPa、5 km以上離れた地点では94.97 dBに減衰していた。 
 
海洋環境における建設活動に関連するこのタイプの騒音が、クジラ類に対し

て、死亡や打ち上げを起こすほどの影響をもつことを示すデータはない。し

かし一般に、彼らがコミュニケーションに使う周波数内の騒音の発生および

／または、極度に大音響を発する状況において、クジラ類は音信号の発生に

対する感性が高いと考えられている。杭打ち工事と浚渫の両ケースにおい

て、それらの活動による典型的な騒音は、地震探査のための音波探知機やエ

アガンの使用に関連する高強度、中周波数信号までさまざまであり、それは

ツチクジラ類の打ち上げと関連している。 
 
したがって、これらの活動がアニワ湾の中に存在する可能性のあるハクジラ

類へのリスクを引き起こす可能性はほとんどありえないと考えられる。計画

されている工事（すなわち浚渫と杭打ち）の際に発生する騒音は、工事現場

の比較的近くに接近するあらゆるクジラ類に影響を与える可能性がある。最

もありうるクジラの行動における反応は、騒音が不快または苛立ちを起こす

閾に達している領域の回避である。この領域の範囲を予測することは困難で

ある。とはいえ、工事は浅い水域（20m以下）で行われるため、騒音は短距離

で減衰するようになり、撹乱／不快ゾーンはアニワ湾の比較的狭い地域に限

定されると予測される。これはツチクジラ類が採餌場所として湾を使ってい

ても、音響学的に撹乱を受けない領域が湾内にまだ残っていることを示して
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いる。建設工事は一時的な性格のものであり、あらゆる撹乱および影響は短

期間に限られているということに注意が必要である。 
 
より長期的にみれば、アニワ湾のLNGとTLU施設に使われる船舶が騒音レベ

ルを増大させ、船舶起源の騒音が湾のクジラ類に影響を及ぼす可能性があ

る。 
 
世界の海洋において、商用船舶が低い周波数（5～500Hz）の騒音の原因にな

っている。遠方の船は広い地理上の区域にわたるバックグラウンド騒音の原

因となる。遠距離の船舶の運航騒音における個々の船の音は、しばしば、空

間的および時間的に区別ができない。船は主に、甲板上のプロペラ動作、推

進機関、水流によって騒音を発生させる。全体として、船舶騒音は、10Hz～
10kHzの広範な周波数の騒音を発生する。最近の、小型の推進器付きボートに

よる騒音レベルの研究によると、ピークスペクトル強度レベルが350～1300Hz
帯、145～150db／1µPa2/Hz @ 1mであることが示されている（Bartlett and 
Wilson、2002）。リチャードソンら（1995）は、時速18kmのタグボートまた

はバージが航行する際に発生する騒音レベルとして630Hz（@ 1m）での

162dB、また大型タンカーの騒音レベルを100Hz3オクターブ帯における177dB 
(@ 1m) と報告している。 
 
大型船舶には、より強力なエンジンと回転の遅いエンジンおよびプロペラが

装備されている。より広大な甲板は、より効果的に周囲の水域と機械音を一

体化させる。したがって、概算としては、船が大きければ大きいほど、発生

する音源レベルは高く、騒音の周波数帯の幅は狭くなる。加えて、船の規模

と設計によっては、スピードに応じて騒音レベルも増加する。 
 
船舶からの騒音はクジラ類に対して局所的な影響を与える（および、ある種

を誘引する）可能性があるが、結果的に影響をあたえるという直接的な証拠

を示すことは難しい。多くの船舶活動がある地域におけるバックグラウンド

騒音レベルを高めることは、ある種のクジラ類の効果的なコミュニケーショ

ンの能力を低下させる可能性がある。しかし、多くの船舶運行が行われてい

る多くの地域において、クジラ類が引き続き生息していることから、クジラ

は人間活動と関連する騒音レベルに対して寛容と順化を示すと考えられる。

例を以下に示す。 
 

• ヒゲクジラ類は、著しい船舶の運行に頻繁にさらされているにもかか

わらず、毎年アメリカのセントローレンスの河口とケープコッド沖で

船舶通路を使って移動している（Richardson他、1995）。 

• コククジラは年に２回、船舶運行が著しい航路と北アメリカの西海岸

の地震探査領域を通って移動を続けている（Richardson他、1995）。 

• ツチクジラは、日本海の東海岸で、頻繁な船舶航行が行われている航

路の中でも継続して目撃されている（粕谷、宮下、1997）。 
 
既存のデータは、ツチクジラは、アニワ湾内に生息しているが、多数現れる

わけではなく、彼らの通常の生息域は湾の東の深海にあることを示してい
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る。船舶による騒音に対するクジラ類の反応に関する使用可能な情報と、そ

のような騒音の強度を考え合わせると、ツチクジラの個体群や個体が、アニ

ワ湾内のプロジェクトにより増加した船舶運行によって影響を被る可能性は

小さいと考えられる。 
 
影響緩和対策 
 
アニワ湾における建設活動中の、脚鰭類とクジラ類、特にツチクジラ類に対

する音響学的影響は非常に小さいと予測される一方、このリスクは多くの影

響緩和対策の実行によって更に緩和することが可能である。対策はSEICの海

洋哺乳類保護計画（MMPP）に詳述するが、ここには、特に次の対策が含ま

れる。 
 

• 杭打ち工事や浚渫など強い騒音レベルを発生させるかもしれない工事

において、段階的に作業したり、静かに作業を開始したりする方法が

採用される。これにより、現場周辺にいるあらゆる哺乳類は、これら

の活動によって発生する最大音響レベルにさらされる前に外に逃げる

ことができる。浚渫と杭打ち工事の期間中は、建設地域の船上あるい

は海岸にMMOを配置する。音響被害が予想されるあらかじめ定義され

た一帯にクジラ類がいないことを確認するために、騒音発生工事開始

の30分前に目視観測が行われる。 
 
これらの影響緩和対策はMMOガイドラインと他の特定の対策計画に含まれて

おり、健康、安全、環境並びに社会的影響に関する活動計画（HSESAP）にお

ける約束事項としてリストアップされる。海洋哺乳類に関するガイダンス

は、国際的な産業界のベストプラクティスに従うとともに、国際捕鯨委員会

（IWC）やイギリスの自然保護委員会（JNCC）などの国際的なガイドライン

に基づくものとなる予定である。これらの対策の実行により、完全になくす

ことは無理としても、合理的で現実的な手段を採用することにより、クジラ

類と脚鰭類に対する音響的被害を確実に最小化する。 
 
5.5.3 クジラ類の衝突リスク 

ある種のクジラ類は、船舶との衝突の影響を受けやすく、絶滅の危機にある

種や個体数が危険なレベルにある種の場合、特に懸念される。プロジェクト

領域で、船舶衝突の潜在的リスクがあると考えられている２種（ツチクジラ

以外）は、タイセイヨウセミクジラおよびホッキョククジラである。これら

の両種は、周囲の活動や騒音に注意を払わない行動（浮上／表面すくいとり

による採餌等）を示すため、衝突のリスクが高まる（Laist他、2001）。プロ

ジェクト地域におけるこれらの種に対する特定の調査記録は乏しいが、タイ

セイヨウセミクジラはテルペニヤ湾地域において観測され（Shuntov, 
1994）、2003年の調査作業中にも一頭が目撃されている。サハリン北方沖の

ホッキョククジラが偶然目撃された例があり、サハリン東海岸の沖でも一頭

記録されている。ホッキョククジラはプロジェクト関連の調査の間には目撃

されていない。 
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ライストら（2001）は、過去のクジラ衝突データの要約と多くのリスク算定

に関連する一般的なポイントを挙げている。 
 

• 全てのサイズとタイプの船舶がクジラに衝突する可能性がある。 

• 最も致命的あるいは著しい負傷は80m以上の船によって発生する。 

• クジラは通常、前もって発見できないか、回避が不可能な時点で発見

される。 

• 最も致命的あるいは著しい負傷は、14ノット以上の速度の船によって

発生する。 
 

船の衝突は、個体数が少ないセミクジラのような西部北太平洋域のクジラの

個体数に著しい影響を及ぼす可能性がある。ライストら（2001）は、船との

衝突により影響を受けるクジラ個体群のサイズと傾向を比較することによ

り、クジラの個体群に関する船舶衝突の重要性の粗い評価基準を得ることが

できると提案している。例として、彼らは北太平洋コククジラと西部海域の

ホッキョククジラのデータを引用し、それぞれ個体数を22,571頭と8,200頭と

算定しているが、その数は20年以上にわたって継続的に増えている

（International Whaling Commission 1997）。コククジラにおいては、1975年か

ら1980年の間に、南カリフォルニア沖で12回の衝突があり６頭が死亡した一

方、1975年から1989年の間アラスカとメキシコの間では、489頭中７頭だけが

立ち往生しプロペラによって負傷している。ホッキョククジラでは、船がク

ジラを殺したという記録はなく、ジョージら（1994）が1976年から1992年の

間にアラスカの先住民の捕鯨船によって打ち上げられたクジラを注意深く調

べた結果、プロペラによる傷は236頭中２頭だけであったと報告している。船

舶関連の死が記録の数倍はあるとしても、それは総個体数のわずかな部分を

占めているのみである（Laist他、2001）。 
 
既存データによると、プロジェクト地域の中では、クジラと船の衝突の可能

性がある。しかしながら、次の主な理由から、リスクレベルはそれらの種に

とっては非常に低いと考えられる。 
 

• 船との衝突にかかわる典型的な種は、プロジェクト領域において散発

的に観測されるのみであり、島の東方および北東海岸に限定されてい

ると考えられる。 

• 建設工事の終了後は、大多数の大型船舶の運航（死亡事故を引き起こ

しやすい船舶）は大部分、アニワ湾を出入りする航路に限定される。

この領域で記録されたクジラ類は通常、衝突のリスクとは関連しない

種であると考えられる。 
 
影響緩和対策 
 
クジラ類と船舶との衝突の可能性を更に減少させる影響緩和対策が採用され

る予定である。対策には、衝突リスクが最大となるプロジェクト領域（特に

サハリン棚の北東周辺）での作業中は船上にMMOを配置し、クジラが存在す

るリスクのある場所では船舶のスピードを下げる等が含まれる。適切な影響
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緩和対策がMMOガイドラインおよび他の特定の緩和計画に含まれており、健

康、安全、環境並びに社会的影響に関する活動計画（HSESAP）の約束事項と

してリストアップされる。これらの対策の実行は、クジラ類との衝突の潜在

的リスクを完全になくすことは無理としても、合理的で現実的な手段を採用

することにより、確実に最小化する。 
 

5.6 概要 

サハリン島とオホーツク海の海域周辺の海洋哺乳類に対するサハリンⅡプロ

ジェクトの潜在的環境影響は、環境影響評価（EIA）を通じて評価され、環境

影響評価書第2巻、2章：プラットフォーム、海底パイプラインとパイプライ

ン上陸地点、および第5巻：LNG＆OETのなかで報告された。EIA補遺版の本

章では、EIAで提供されたベースライン情報に対する追加的な詳細情報、既存

および最近出版された報告書における図面、さらにEIAが公表された後に使用

可能になったモニタリングデータを示している。本章の中で提示した情報の

概要を以下の表5.3に示す。 
 

追加情報は、オリジナルのEIAに適用された評価基準に従って評価され、オリジナルの評価

の結論を変更したり、あるいは追加的な対策やモニタリング計画が開発されたりするべきだ

という要求を想定していない。それゆえ、結論として、EIA第２巻で提案され、計画されて

いる影響緩和対策が実施され、プロジェクトのHSE管理手順に組み込まれ、必要な変更が行

われるように監視されれば、ニシコククジラを除いた海洋哺乳類に対する大きな環境影響は

なく、全ての中程度の影響は、合理的で現実的な低いレベルまで削減されると予測される。 
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 表5.3 海洋哺乳類の個体数、分布、状態に関する情報とプロジェクト活動との潜在的な関連性 

分類（学名、一

般名） 
サハリン海域とプロジェクト領

域における既知の分布 
個体数が最大

の時期 
現地の推定

個体数 
オホーツク

海の推定個

体数 

ロシア国

レッドデ

ータブッ

クの分類

（2000
年） 

国際自

然保護

連合

（IUCN
）の分

類4 

各種の脆弱性 
 

プロジェクト活動と

の関連 

鰭脚類 
Phoca hispida  
ワモンアザラシ 

ニースキー、ルンスキー、チャ

イボおよびピルトン湾の東海岸

全域で普通に見られるが、アニ

ワ湾内では一般的でない。 

4月～6月 130,000 650,000-
750,000 

 LR-lc 
軽度懸

念 
(1996) 

用心深くて人間

の活動の影響を

受けやすいと考

えられる。 

プロジェクト活動に

対し、上陸場や繁殖

地は特に敏感ではな

い。 
Phoca largha 
ゴマフアザラシ 

東海岸全域に分布。オホーツク

海に3つの主な個体群がある： 
・ 北方-約215,000頭 
・ テルペニヤ湾-約55,000頭 
・ 千島列島-約3500頭。 

1月～6月氷上、

7月～10月沿

岸、冬期、サハ

リン島の北方に

集合 

30,000-
40,000 

180,000-
240,000 

 LR-lc 
軽度懸

念 
(1996) 

陸上や氷上の上

陸場にいるとき

飛行機の接近に

敏感。 

プロジェクト活動に

対し、上陸場や繁殖

地は特に敏感ではな

い。 

Histriophoca 
fasciata 
クラカケアザラ

シ 

北東海岸、ピークはルンスキー

湾からチャイボ湾にかけて。 
南方水域にいるがアニワ湾とテ

ルペニヤ湾の調査では概して観

測されなかった。 

2月～5月 110,000 350,000-
450,000 

 LR-lc 
軽度懸

念 
(1996) 

接近しやすく影

響を受け難いと

考えられてい

る。 

プロジェクト活動に

対し、上陸場や繁殖

地は特に敏感ではな

い。 

Erignathus 
barbatus 
アゴヒゲアザラ

シ 

東海岸全域。主な繁殖グループ

はエリザベス岬と北緯50度の間

（島から約半分の距離）で観測

される。 

2月～5月 60,000–
75,000 

200,000-
250,000 

 LR-lc 
軽度懸

念 
(1996) 

撹乱を受けると

上陸場近くの海

にただちに潜水

する。 

プロジェクト活動に

対し、上陸場や繁殖

地は特に敏感ではな

い。 

 
(4) Codes for IUCN classifications: CR = Critically Endangered; EN = Endangered; VU = Vulnerable; LR = Lower Risk (-cd = Conservation Dependent; -nt = Near  Threatened; lc = 
Least Concern); DD = Data Deficient. 
IUCN分類基準：CR＝絶滅危惧ⅠA類；EN＝絶滅危惧ⅠB類；VU＝絶滅危惧Ⅱ類；LR＝準絶滅危惧（-cd＝保全対策依存；-nt＝準絶滅危惧；lc＝軽度懸念）；DD＝情報不足 
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分類（学名、一

般名） 
サハリン海域とプロジェクト領

域における既知の分布 
個体数が最大

の時期 
現地の推定

個体数 
オホーツク

海の推定個

体数 

ロシア国

レッドデ

ータブッ

クの分類

（2000
年） 

国際自

然保護

連合

（IUCN
）の分

類4 

各種の脆弱性 
 

プロジェクト活動と

の関連 

Callorhinus 
ursinus 
オットセイ 

東海岸全域。主な報告された群

れはエリザベス岬と北緯50度の

間（島から約半分のところ）

の、サハリン島の南東海岸とチ

ュレニー島。少数はアニワ湾

と、時折ルンスキーとピルトン

湾で見られる。テルペニヤ岬に

は多数生息。 

6月～9月 75,000-
80,000 

120,000  VU-A1b 
絶滅危

惧Ⅱ類 
(2000) 

通常、人間の活

動による短時間

の撹乱には耐性

がある。 

最も近いプロジェク

ト活動域からテルペ

ニヤ集団繁殖地は

250～400km離れてい

る。 
 

Eumetopias 
jubatus 
トド 

チュレニー島のクズネチョバ

岬、カメン・オパスノスチ岩、

ネヴェルスク集団繁殖場に３つ

の独身個体の上陸場。サハリン

島の東方および北方海岸沿いで

観測された。アニワ湾でもたび

たび観測されたが、ピルトン湾

とルンスキー湾では目撃はわず

か。 
 

3月～11月 
 

>1,000 9,500-10,000 1 EN-A1b  
絶滅危

惧IB 
(2002) 

用心深くて人間

の活動に影響さ

れやすいと考え

られる。飛行機

やヘリコプター

が上空を飛ぶこ

とにも敏感。反

復するあるいは

強い撹乱には耐

性がない。 

アニワ湾の活動域か

ら100～150kmに独身

個体の上陸場。チュ

レニー島の繁殖地は

ルンスコエとピルト

ンの現場から250～
400km。この距離で

あれば、妨害や有害

影響を受ける可能性

ははほとんどない。 

クジラ類 
Eubalaena 
japonica 
タイセイヨウセ

ミクジラ  
 

東海岸。散発的に目撃される

が、1998年と2001年の宗谷海

峡、アニワ湾、クリルオン岬、

アニワ岬の調査では観測されな

かった。 

7月～9月 150–200 800-900 1 EN-D 
絶滅危

惧IB類 
(2002) 

特に船の衝突の

影響を受けやす

い。 
 

プロジェクト活動に

近接する分布地域は

特にない。 

Balaenoptera 
physalus 
ナガスクジラ 

東海岸。アニワ湾にも生息する

可能性があるがデータが不確

か。 

6月～9月 400–600 ～2,700 2 EN-
A1abd 
絶滅危

惧IB類 
(2002) 

船の衝突による

影響を受ける可

能性がある。 

LNG/TLU運用期間

中、アニワ湾で、船

の運行との衝突リス

クが増加する可能性

あり。 
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分類（学名、一

般名） 
サハリン海域とプロジェクト領

域における既知の分布 
個体数が最大

の時期 
現地の推定

個体数 
オホーツク

海の推定個

体数 

ロシア国

レッドデ

ータブッ

クの分類

（2000
年） 

国際自

然保護

連合

（IUCN
）の分

類4 

各種の脆弱性 
 

プロジェクト活動と

の関連 

Balaenoptera 
acutorostrata 
ミンククジラ 
 

東海岸およびアニワ湾 6月～9月 3,000–3,500 ～19,000  LR-nt 
準絶滅

危惧 
(2002) 

好奇心が強いこ

とが知られてお

り、衝突のリス

クが増加する可

能性がある。 

プロジェクト活動に

近接する分布地域は

特にない。しかし

LNG/TLU運用期間

中、アニワ湾で、船

の運行との衝突リス

クが増加する可能性

あり。 
Eschrichtius 
robustus 
ニシコククジラ 

東海岸、特にピルトンとチャイ

ボ湾沖。アニワ湾内では観測さ

れなかった。 
 

5月～11月 ～100 ～100-250 1 CR-D  
近絶滅 
(2002) 

好奇心が強いこ

とが知られてい

て、衝突のリス

クが増えるだろ

う。 

プラットフォームの

場所と沖合パイプラ

イン建設地に近い、

ピルトンに採餌領

域。 
Delphinapterus 
leucas 
シロイルカ 
 

ニースキー湾の北東海岸。アニ

ワ湾の中にいるとは現在考えら

れていない。 

5月～6月 400–500 20,000–
25,000 

 VU-
A1abd 
絶滅危

惧Ⅱ類 
(2002) 

開けた水域での

撹乱（船）に対

する感性は低い

が、氷の境界に

沿ったクジラの

集団は船舶の運

航に非常に敏感

と予測される。

海岸水域におけ

る飛行機に対す

るシロイルカの

感性は高いと考

えられる。 

北東の活動レベルが

低い冬期は水面下に

いるため撹乱の可能

性は低いと予測Sレ
ル。プロジェクト活

動に近接する分布地

域は特にない。 

Physeter 
macrocephalus 
マッコウクジラ 

テルペニヤ岬とアニワ岬。まれ

に目撃される。 
6月～9月 200–300 1,000-3,000  VU-

A1bd 
絶滅危

惧Ⅱ類 

船舶運行や海域

での建設に対す

る感受性は特に

プロジェクト活動に

近接する分布地域は

特にない。 
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分類（学名、一

般名） 
サハリン海域とプロジェクト領

域における既知の分布 
個体数が最大

の時期 
現地の推定

個体数 
オホーツク

海の推定個

体数 

ロシア国

レッドデ

ータブッ

クの分類

（2000
年） 

国際自

然保護

連合

（IUCN
）の分

類4 

各種の脆弱性 
 

プロジェクト活動と

の関連 

(2002) 報告されていな

い。 
Orcinus orca 
シャチ 

東海岸。テルペニヤ湾、アニワ

湾、宗谷海峡、アニワ岬、クリ

リオン岬。 

6月～10月 300-400 2,500-3,000  LR-cd 
保全対

策依存 
(2002) 

短時間の騒音影

響に対し敏感

（音波探知機な

ど）。長期的な

音響の影響の可

能性あり（コミ

ュニケーション

の阻害など）。 

大多数の目撃が集中

するピルトン地域で

短期間の撹乱を受け

る可能性。 

Berardius bairdii 
ツチクジラ 
 

最近の調査では観測されなかっ

たが、オホーツクの南方海域、

アニワ湾、アニワ岬で記録。 
 

6月～10月 250–300 1,000–1,500  LR-cd 
保全対

策依存 
(2002) 

高強度、中周波

数音に特に敏感

であり、こうし

た騒音にさらさ

れると打ち上げ

や死を引き起こ

す。 

アニワ湾の杭打ち工

事（LNG）に関連す

る騒音と増加する船

舶騒音。しかしプロ

ジェクト活動に関連

する騒音強度とレベ

ルは死や極度の撹乱

を引き起こす可能性

は小さい。 
Ziphius 
cavirostris 
アカボウクジラ 
 

最近の調査によってアニワ湾の

北方で観測された。 
夏 未知 未知 3 DD 

(2002) 
高強度、中周波

数音に特に敏感

で、こうした騒

音にさらされる

と打ち上げや死

を引き起こす可

能性がある。 

アニワ湾の杭打ち工

事（LNG）に関連す

る騒音と増加する船

舶騒音。しかしプロ

ジェクト活動に関連

する騒音強度とレベ

ルは死や極度の撹乱

を引き起こす可能性

は小さい。 
Phocoenoides 
dall 

宗谷海峡、テルペニヤ湾、アニ 6月～9月 3,500–4,000 20,000–
25,000 

 LR-cd 
保全対

高強度、中周波 アニワ湾での杭打ち
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分類（学名、一

般名） 
サハリン海域とプロジェクト領

域における既知の分布 
個体数が最大

の時期 
現地の推定

個体数 
オホーツク

海の推定個

体数 

ロシア国

レッドデ

ータブッ

クの分類

（2000
年） 

国際自

然保護

連合

（IUCN
）の分

類4 

各種の脆弱性 
 

プロジェクト活動と

の関連 

イシイルカ 
 

ワ湾、アニワ岬。 策依存 
(2002) 

数音に特に敏感

で、音にさらさ

れると打ち上げ

や死を引き起こ

す。 

高強度の騒音に

敏感であるが、

低強度の騒音に

は長期間耐性が

ある。 
予測可能な、あ

るいは定期的な

船の活動には耐

性がある。船と

の衝突の可能性

は低い。 

工事と浚渫工事の

間、一時的に増加す

る騒音レベルにさら

される。建設期間

中、この領域を回避

すると予測される。 

Phocoena 
phocoena 
ネズミイルカ 

サハリン島の東海岸、カムチャ

ッカの西海岸、シャンタルスキ

ー島の北。 
 

夏 一般的 一般的  VU-
A1cd 
絶滅危

惧Ⅱ類 
(2002) 

高強度の騒音に

敏感であるが、

長期間の低強度

の騒音には耐性

がある。一般に

ボート運行には

用心深い。船と

の衝突の可能性

は低い。 

アニワ湾とピルトン

およびルンスコエ地

域での建設活動にお

ける杭打ち工事と浚

渫工事の間、一時的

に増加する騒音レベ

ルにさらされる。建

設期間中、この高音

響エネルギーの領域

を回避すると予測さ

れる。 
Lagenorhynchus 
obliquidens 

千島列島、宗谷海峡、アニワ

岬、アニワ湾。 
夏 未知 >3,000  LR-lc 

軽度懸
好奇心が強いこ

とが知られてい

アニワ湾での杭打ち

工事と浚渫工事の
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分類（学名、一

般名） 
サハリン海域とプロジェクト領

域における既知の分布 
個体数が最大

の時期 
現地の推定

個体数 
オホーツク

海の推定個

体数 

ロシア国

レッドデ

ータブッ

クの分類

（2000
年） 

国際自

然保護

連合

（IUCN
）の分

類4 

各種の脆弱性 
 

プロジェクト活動と

の関連 

カマイルカ 
 

念 
(1996) 

る。高強度の騒

音に敏感だが、

長期間の低強度

の騒音には耐性

がある。予測可

能な、あるいは

定期的な船の活

動には耐性があ

る。船との衝突

の可能性は低

い。 

間、一時的に増加す

る騒音レベルにさら

される。建設期間

中、この領域を回避

すると予測される。 

Delphinus delphis 
マイルカ 
 

サハリン島の東海岸、カムチャ

ッカの西海岸、シャンタルスキ

ー島の北、アニワ湾、宗谷海

峡、アニワ岬、クリリオン岬。 
 

夏 未知 未知  LR-lc 
軽度懸

念 
(1996) 

高強度の騒音に

敏感だが、長期

間の低強度の騒

音には耐性があ

る。予測可能

な、あるいは定

期的な船の活動

には耐性があ

る。船との衝突

の可能性は低

い。 

アニワ湾とピルトン

およびルンスコエ地

域での建設活動にお

ける杭打ち工事と浚

渫工事の間、一時的

に増加する騒音レベ

ルにさらされる。建

設期間中、この高音

響エネルギーの領域

を回避すると予測さ

れる。 
Tursiops 
truncates 
バンドウイルカ 
 

ルンスキーとアニワ湾で少数が

記録された。 
 

夏 未知 まれ  DD 
情報不

足 
(2002) 

高強度の騒音に

敏感であるが、

長期の低強度の

騒音には耐性が

ある。予測でき

る、あるいは定

期的な船舶の活

動には耐性があ

アニワ湾での杭打ち

工事と浚渫工事の

間、一時的に増加す

る騒音レベルにさら

される。建設期間

中、この領域を回避

すると予測される。 
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分類（学名、一

般名） 
サハリン海域とプロジェクト領

域における既知の分布 
個体数が最大

の時期 
現地の推定

個体数 
オホーツク

海の推定個

体数 

ロシア国

レッドデ

ータブッ

クの分類

（2000
年） 

国際自

然保護

連合

（IUCN
）の分

類4 

各種の脆弱性 
 

プロジェクト活動と

の関連 

る。船との衝突

の可能性は低

い。 
Globicephala  
Macrorhynchus 
コビレゴンドウ 
 

最近の調査では観測されなかっ

たが、以前の記録では、千島列

島周辺、宗谷海峡、アニワ岬で

確認。 
 

夏 未知 未知  LR-cd 
保全対

策依存 
(2002) 

高強度の騒音に

敏感であるが、

長期間の低強度

の騒音には耐性

がある。予測可

能な、あるいは

定期的な船の活

動には耐性があ

る。船との衝突

の可能性は低

い。 

プロジェクト活動に

近接する分布地域は

特にない。 

Lissodelphis 
borealis 
セミイルカ 

最近の調査では観測されなかっ

たが、以前の記録では、千島列

島周辺、カムチャッカの南西海

岸、宗谷海峡、アニワ岬、テル

ペニヤ湾の東。 
 

夏 未知 未知  LR-lc 
軽度懸

念 
(1996) 

船との衝突の影

響を受けやすい

ことで知られ

る。 

プロジェクト活動に

近接する分布地域は

特にない。 

Balaena mysticet
us 
ホッキョククジ

ラ 
 

サハリン島の北と東海岸、氷の

境近く。島の南では記録がな

い。2月と3月以外の生息状況に

ついては知られていない。 

2月～3月 50-100 300–400 1 EN-D 
絶滅危

惧IB類 
(2002) 

船との衝突の影

響を受けやすい

ことで知られ

る。 

島の北東の船舶活動

は、建設期間以外は

あまり増加しない。

クジラは建設活動が

活発ではない2月～3
月に生息するため、

衝突リスクは非常に

低いと考えられる。 
Balaenoptera 
borealis 

ルンスキー湾近く、ポロナイス

ク港、アニワ湾で観測された。 
未知 未知 200-400 3 EN-D 

絶滅危

船と衝突しやす プロジェクト活動に

近接する分布地域は
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分類（学名、一

般名） 
サハリン海域とプロジェクト領

域における既知の分布 
個体数が最大

の時期 
現地の推定

個体数 
オホーツク

海の推定個

体数 

ロシア国

レッドデ

ータブッ

クの分類

（2000
年） 

国際自

然保護

連合

（IUCN
）の分

類4 

各種の脆弱性 
 

プロジェクト活動と

の関連 

イワシクジラ  惧IB類 
(2002) 

い恐れがある。

船や人間による

騒音源の接近に

対して回避行動

を取ると予測さ

れる。 

特にない。 
 

Kogia breviceps 
コマッコウ 

アニワ湾、宗谷海峡、クリリオ

ン岬、アニワ岬。 
 

未知 未知 未知  LR-lc 
軽度懸

念 
(2002) 

特別な感受性は

認識されていな

い。しかし、本

種は接近しやす

く、一般に動き

がゆっくりして

いることで知ら

れるため、船と

の衝突の影響を

受けやすい。他

の小さいクジラ

類同様、高強度

の音響レベルに

敏感である可能

性がある。 

アニワ湾での建設工

事（杭打ちと浚渫）

は短期の妨害を引き

起こす可能性があ

る。 
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